
マネジメントシート（事業概要）

事業名称

所管コード 所管名

新規／継続 事務区分

事業期間

関係法規・条例

総合計画体系

事業概要

職務名

継続

大島資源物回収業務

分別収集事業

対象
（誰・何）
に対して

将来像

321301 市民協働・環境部環境課資源廃棄物係

市民・事業者

ごみの適正処理とリサイクル

循環型社会が推進され、適正なごみ処理が行われています

年度年度　～　平成

廃棄物の中から資源物を分別して収集することにより、再生利用可能な資源物を循環させ
ることで貴重な資源の消費を抑えるとともに、増え続けるごみ量を抑え、確保の難しくなって
いる最終処分場の延命化を図る。またリサイクルによるエネルギ－の節約を進めることで、地
球環境の保護を進める。

分別収集に係る計画策定

どのような
状態に

事業番号

自治事務（法律、政令により事務処理が義務付けられるもの）

終了見込みなし

自治事務

□ 平成14年度以前 □平成

17002

どのような
手段で

家庭や事業者の協力のもと、品質を保持した資源物を地域単位で運営する地域分別収集
と公設の資源物受入施設及びスーパー等に設置する資源回収ＢＯＸにより回収する。

分別収集管理業務

快適生活環境の充実

循環型社会の確立

1 節

資源物拠点回収業務
資源物回収業務
資源物受入施設管理業務

第 4 部

第 1 章
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マネジメントシート（事務事業評価）

平成24年度実施計画

平成24年度の成果

活動指標／成果指標

事業費の推移

平成24年度事務事業評価コメント

平成25年度の実施計画

・円滑な利用ができるような施設営繕。・地域分別ステ－ションと資源物回収BOX設置店の巡回指導。・品質確保に向けた普
及啓発。・回収システムの検証。・関係者の資質や意識の向上を図る。

遅れ

20,676

60,994

やや遅れ

特定財源

65,357

千円

大変順調

97,266
一般財源

千円 12,170
事業費

85,096

83,581

65,610

18,224

資源物売却代

17,316

特定財源
千円 千円

活動内容（担当課の取り組み内容） ⇒⇒⇒

・円滑な利用ができるような施設営繕。・地域分別ステ－ションと資源物回収BOX設置店の巡回指
導。・品質確保に向けた普及啓発。・回収システムの検証。新に廃食用油を分別品目に追加し資源
物収集の拡大を図る。

成果内容（対象の変化。●●につながりました）

左の評価の理由

H22決算

順調 分別収集品目（廃食用油）を平成24年度より追加するようになり、循環型社会の
構築推進した。

82,926

H24決算

H24達成度

H24特定財源の内訳

千円

47174877

％

H24

5555

単位
実績

29.6

4846

29.4

廃食用油を回収することにより収集品目が（全18
品目）とするとともに、公用車の燃料として再利用
する体制を整え、循環型社会の構築につながり
ました。

29.8

目標 実績指標内容

分別収集量+集団回収
量

ｔ

H22 H23

31.1

説明・算定式指標名区分
資源回収量/(ごみ排出
量＋集団回収量)

終了

一般財源

H23決算単位

81,670

順調

事業費 千円

資源化率

回収量

家庭や事業者の協力のもと、品質を保持した資
源物を地域単位で運営する地域分別収集と公
設の資源物受入施設及び商店等に設置してい
る資源回収ボックスにより回収する。
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マネジメントシート（事業概要）

事業名称

所管コード 所管名

新規／継続 事務区分

事業期間

関係法規・条例

総合計画体系

事業概要

職務名

継続

宗像清掃工場運営効率化調査研究業務

塵芥処理事業

対象
（誰・何）
に対して

将来像

321301 市民協働・環境部環境課資源廃棄物係

市内で発生した一般廃棄物（ごみ）に対して

ごみの適正処理とリサイクル

循環型社会が推進され、適正なごみ処理が行われています

年度年度　～　平成

適正に処理される。

可燃ごみ収集システム効率化調査研究業務 一般廃棄物の収集運搬許可に関する業務

どのような
状態に

事業番号

自治事務（法律、政令により事務処理が義務付けられるもの）

終了見込みなし

廃棄物の処理及び清掃に関する法律他

■ 平成14年度以前 ■平成

17004

どのような
手段で

一般廃棄物（ごみ）処理基本計画に基づき、一般廃棄物等が適正かつ効率的に収集運搬・
処理されるよう民間業者への収集運搬委託、宗像清掃工場との連携・調整、大島清掃工
場・埋立処分場及び河東埋立処分場の施設維持管理や一般廃棄物等の収集運搬・処理
に関する調査・研究を行う。一般廃棄物の収集運搬許可の更新を行う。一般廃棄物処理基
本計画の進行管理と各年の実施計画を策定する。

指定ごみ袋管理業務

快適生活環境の充実

循環型社会の確立

一般廃棄物処理基本計画改定、実施計画策定業務

1 節

大島一般廃棄物処理施設の運営管理
不燃物埋立処理場運営事業

高齢者ごみ出し調査事業
大島埋立処分場運営

第 4 部

第 1 章
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マネジメントシート（事務事業評価）

平成24年度実施計画

平成24年度の成果

活動指標／成果指標

事業費の推移

平成24年度事務事業評価コメント

平成25年度の実施計画

家庭系燃やすごみを衛生的かつ効率的に収集するため民間業者を活用し行う。・指定ごみ袋の製造管理。・宗像清掃工場の
効率運営。・大島清掃工場の適正運営管理。・宗像市不燃物埋立処理場の適正運営管理。・大島最終処分場の適正運営管
理。高齢者等のごみ出し支援の調査研究。・一般廃棄物の収集運搬許可更新。・一般廃棄物処理基本計画改定、実施計画
の策定。

遅れ

207,753

127,272

やや遅れ

特定財源

128,776

千円

大変順調

338,761
一般財源

千円 200,515
事業費

138,246

329,264

133,599

200,488

清掃手数料、宗像市不燃物埋立処理場搬入手数料、大島一般廃
棄物処理施設搬入手数料、塵芥収集施設電柱等占用料

200,339

特定財源
千円 千円

活動内容（担当課の取り組み内容） ⇒⇒⇒

家庭系燃やすごみを衛生的かつ効率的に収集するため民間業者を活用し行う。・指定ごみ袋の製造
管理。・宗像清掃工場の効率運営。・大島清掃工場の適正運営管理。・宗像市不燃物埋立処理場の
適正運営管理。・大島最終処分場の適正運営管理。高齢者等のごみ出し支援の調査研究。・一般廃
棄物の収集運搬許可更新。・一般廃棄物処理基本計画改定、実施計画の策定。

成果内容（対象の変化。●●につながりました）

左の評価の理由

H22決算

順調 平成24年度の実施計画を概ね実施できた。しかし、ごみの適正処理とリサイクル
についての満足度は目標値をクリアできなかった。

333,938

H24決算

H24達成度

H24特定財源の内訳

千円

％

H24
単位

実績

54.5 37.4

一般廃棄物ごみ処理計画に基づき、一般廃棄
物（ごみ）が適正に処理された。

38

目標 実績指標内容

異常値発生件数 件

H22 H23

58

説明・算定式指標名区分

市民アンケート

終了

一般財源

H23決算単位

335,025

順調

事業費 千円

ごみの適正処理の満足
度

水質検査

家庭系燃やすごみを衛生的かつ効率的に収集
するため民間業者を活用し行う。・指定ごみ袋の
製造管理。・宗像清掃工場の効率運営。・大島
清掃工場の適正運営管理。・宗像市不燃物埋立
処理場の適正運営管理。・大島最終処分場の適
正運営管理。高齢者等のごみ出し支援の調査
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マネジメントシート（事業概要）

事業名称

所管コード 所管名

新規／継続 事務区分

事業期間

関係法規・条例

総合計画体系

事業概要

職務名

継続

リサイクルショップ運営

ごみ減量・リサイクル推進事業

対象
（誰・何）
に対して

将来像

321301 市民協働・環境部環境課資源廃棄物係

市民及び市内事業所

ごみの適正処理とリサイクル

循環型社会が推進され、適正なごみ処理が行われています

年度年度　～　平成

市民の環境に対する意識の向上を図り、ごみ発生量の減少を目指す。

家庭用生ごみ処理機器購入費補助 リユース推進事業

どのような
状態に

事業番号

自治事務（法律、政令により事務処理が義務付けられるもの）

終了見込みなし

廃棄物の処理及び清掃に関する法律、宗像市廃棄物の減量及び適正処理に関する条例

■ 平成14年度以前 ■平成

17012

どのような
手段で

３Ｒを推進するためのシステム構築及びごみ減量・リサイクル活動の啓発・支援を行う。

資源集団回収奨励金交付業務

快適生活環境の充実

循環型社会の確立

環境啓発事業

1 節

生ごみリサイクルで元気野菜づくり
レジ袋削減業務

生ごみ減量講座
環境活動団体支援・育成事業

第 4 部

第 1 章
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マネジメントシート（事務事業評価）

平成24年度実施計画

平成24年度の成果

活動指標／成果指標

事業費の推移

平成24年度事務事業評価コメント

平成25年度の実施計画

資源集団回収活動の奨励金及び生ごみ処理機購入補助金の交付を行う。・リサイクルショップの運営 。・幼稚園・保育所を中
心とした生ごみリサイクル元気野菜作りの普及啓発。・レジ袋削減に向けた市民、事業者、市の3者による懇談会の開催。・環
境団体との協働委託等によるごみ減量やリサイクルの推進。バイオマス構想の構築。

遅れ

1,052

2,401

やや遅れ

特定財源

21,265

千円

大変順調

30,712
一般財源

千円 4,344
事業費

26,368

22,691

452

1,426

清掃手数料：1,000、再生品等売却代：279、広告宣伝料：
147

1,000

特定財源
千円 千円

活動内容（担当課の取り組み内容） ⇒⇒⇒

資源集団回収活動の奨励金及び生ごみ処理機購入補助金の交付を行う。・リサイクルショップの運営
。・幼稚園・保育所を中心とした生ごみリサイクル元気野菜作りの普及啓発。・レジ袋削減に向けた市
民代表、事業者、市の3者による懇談会の開催。・環境団体との協働委託等によるごみ減量やリサイク
ルの推進。

成果内容（対象の変化。●●につながりました）

左の評価の理由

H22決算

順調
予定された事業は全て終了した。成果指標としては、満足できなかったが、資源
集団回収団体数は、減少しておらず、収集量が減ったもので、減量分は民間事
業者の収集に移行したものと思われる。

1,452

H24決算

H24達成度

H24特定財源の内訳

千円

24162489

％

H24

3190

単位
実績

55

2469

37

市内全体でのごみ排出量が増加している中、家
庭系燃やすごみの原単位（１人1日当たり排出
量）は増加しなかった。

38

目標 実績指標内容

（古紙、古布、びん） トン

H22 H23

成果 65

説明・算定式指標名区分

市民アンケート

終了

一般財源

H23決算単位

3,453

順調

事業費 千円

ごみ減量とリサイクルの
推進の満足度

資源集団収量

集団回収奨励金120団体、生ごみ処理機補助
906件、リサイクルショップ開催4回、生ごみリサイ
クル元気野菜作り6園１学校、レジ袋削減懇談会
の開催3回街頭啓発7回、協働委託事業（生ごみ
堆肥化講座）開催54回

成果
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マネジメントシート（事業概要）

事業名称

所管コード 所管名

新規／継続 事務区分

事業期間

関係法規・条例

総合計画体系

事業概要

職務名

継続

清掃事業概要作成

適正処理推進事業

対象
（誰・何）
に対して

将来像

321301 市民協働・環境部環境課資源廃棄物係

市内で発生した一般廃棄物（ごみ）に対して

ごみの適正処理とリサイクル

循環型社会が推進され、適正なごみ処理が行われています

年度年度　～　平成

一般廃棄物（ごみ）処理基本計画に基づき、一般廃棄物（ごみ）が適正に排出、収集運搬さ
れる。

多量排出事業所の指導

どのような
状態に

事業番号

自治事務（法律、政令に基づかずに任意で行うもの）

終了見込みなし

宗像市廃棄物の減量及び適正処理に関する条例

■ 平成14年度以前 ■平成

18014

どのような
手段で

・排出事業所に対して、減量計画書の提出を依頼し、実態把握と減量指導を行う。・家庭か
ら排出される可燃ごみの組成調査を行う。・清掃事業概要を作成する。・家庭系ごみが適正
に排出されるよう市民に対し指導、啓発を行う。・事業所に対して、ごみを適正に処理するよ
う指導、啓発を行う。また、事業所ごみ適正処理研究協議会を開催する。

組成調査

快適生活環境の充実

循環型社会の確立

1 節

家庭系ごみ適正処理
事業系ごみ適正処理
使用済み自動車海上輸送費

第 4 部

第 1 章
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マネジメントシート（事務事業評価）

平成24年度実施計画

平成24年度の成果

活動指標／成果指標

事業費の推移

平成24年度事務事業評価コメント

平成25年度の実施計画

・条例で定めている多量排出事業所に対して、減量計画書の提出を依頼し、実態把握と減量指導を行う。・計画等の基礎とす
るために、家庭から排出される可燃ごみの組成を調査するもの。・環境行政に関する各種統計を整理し、概要を作成するも
の。・家庭系ごみが適正に排出されるよう市民に対し指導、啓発を行う。・事業所に対して、ごみを適正に処理するよう指導、啓
発を行う。また、事業所ごみ適正処理研究協議会を運営する。

遅れ

やや遅れ

特定財源

499

千円

大変順調

863
一般財源

千円 42
事業費

821

508

9

自動車リサイクル法離島対策支援事業協力資金出えん金

特定財源
千円 千円

活動内容（担当課の取り組み内容） ⇒⇒⇒

・条例で定めている多量排出事業所に対して、減量計画書の提出を依頼し、実態把握と減量指導を
行う。・計画等の基礎とするために、家庭から排出される可燃ごみの組成を調査するもの。・環境行政
に関する各種統計を整理し、概要を作成するもの。・家庭系ごみが適正に排出されるよう市民に対し
指導、啓発を行う。・事業所に対して、ごみを適正に処理するよう指導、啓発を行う。また、事業所ごみ
適正処理研究協議会を運営する。

成果内容（対象の変化。●●につながりました）

左の評価の理由

H22決算

やや遅れ
平成２４年度の実施計画を概ね実施できた。しかし、1人1日あたり排出量は目標
値をクリアできなかった。

H24決算

H24達成度

H24特定財源の内訳

千円

224211

ｇ

H24

182

単位
実績

498

219

494

一般廃棄物（ごみ）処理基本計画に基づき、一
般廃棄物（ごみ）が適正に排出、収集運搬され
た。

494

目標 実績指標内容

事業系ごみ量/人口
/365）

ｇ

H22 H23

460

説明・算定式指標名区分
家庭系燃やすごみ量/
人口/365）

終了

一般財源

H23決算単位

順調

事業費 千円

１人１日あたり排出量
（家庭系）

１人１日あたり排出量
（事業系）

・条例で定めている多量排出事業所に対して、
減量計画書の提出を依頼し、実態把握と減量指
導を行う。・計画等の基礎とするために、家庭か
ら排出される可燃ごみの組成を調査するもの。・
環境行政に関する各種統計を整理し、概要を作
成するもの。・家庭系ごみが適正に排出されるよ
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マネジメントシート（事業概要）

事業名称

所管コード 所管名

新規／継続 事務区分

事業期間

関係法規・条例

総合計画体系

事業概要

職務名

継続

玄界環境組合負担金

対象
（誰・何）
に対して

将来像

321301 市民協働・環境部環境課資源廃棄物係

市内で排出される一般廃棄物等

ごみの適正処理とリサイクル

循環型社会が推進され、適正なごみ処理が行われています

年度年度　～　平成

適正に分別収集された資源ごみや、排出収集運搬された一般廃棄物（ごみ）の安定した中
間処理を玄界環境組合において行う。

玄界環境組合負担金

どのような
状態に

事業番号

自治事務（法律、政令により事務処理が義務付けられるもの）

終了見込みなし

地方自治法、玄界環境組合規約

■ 平成14年度以前 ■平成

18015

どのような
手段で

宗像清掃工場は、平成15年6月の操業開始から9年を経過した。施設耐用年数20年の中間
時期を迎え、今後も安定処理を継続するためは、基幹改修が必要となる。平成26年度に改
修内容を計画し、平成27年から平成29年の3ヶ年を予定期間とて、改修工事を行う。

快適生活環境の充実

循環型社会の確立

1 節

第 4 部

第 1 章
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マネジメントシート（事務事業評価）

平成24年度実施計画

平成24年度の成果

活動指標／成果指標

事業費の推移

平成24年度事務事業評価コメント

平成25年度の実施計画

27年度から29年度までの3ヵ年の宗像清掃工場基幹改修事業計画及び内容の作成委託を行う。

遅れ

1,733,019

やや遅れ

特定財源

1,768,199

千円

大変順調

1,756,113
一般財源

千円
事業費

1,756,113

1,768,199

1,776,694

特定財源
千円 千円

活動内容（担当課の取り組み内容） ⇒⇒⇒

宗像清掃工場焼却施設基幹改修の準備

成果内容（対象の変化。●●につながりました）

左の評価の理由

H22決算

やや遅れ
宗像清掃工場は、平成15年6月に稼動開始し約10年を向かえ中間改修の必要
な次期となっている。しかし、長期的な運営計画が組合と構成市町で決定せず、
このため、改修計画も方向性が出せない。

1,776,694

H24決算

H24達成度

H24特定財源の内訳

千円

H24
単位

実績

あらゆる方向性で検討中

目標 実績指標内容
H22 H23説明・算定式指標名区分

終了

一般財源

H23決算単位

1,733,019

順調

事業費 千円

将来像を踏まえた改修計画の検討

10



マネジメントシート（事業概要）

事業名称

所管コード 所管名

新規／継続 事務区分

事業期間

関係法規・条例

総合計画体系

事業概要

職務名

継続

一斉清掃業務

環境美化事業

対象
（誰・何）
に対して

将来像

321301 市民協働・環境部環境課資源廃棄物係

市民

環境衛生の向上

公害がなく、快適な生活ができるまち

年度年度　～　平成

犬猫等の死骸や不法投棄ごみの回収及び市民の環境意識の向上により、ごみが減少し、
美しい環境が保たれる。

犬猫等死骸処理業務

どのような
状態に

事業番号

自治事務（法律、政令により事務処理が義務付けられるもの）

終了見込みなし

自治事務

□ 平成14年度以前 □平成

17006

どのような
手段で

公有地の犬猫死骸の回収や不法投棄抑制のための巡回パトロール、監視カメラ等による摘
発及び確認されたごみの回収を行う。地域コミュニティとの連携し、環境美化ボランティア団
体・個人等が行う清掃活動の側面的な支援をしながら、「不法投棄をさせない、見逃さない、
自分たちの街は自分たちできれいにして行く」といった地域環境美化活動を推進する。市民
環境ボランティア活動への参加拡大を図る。

ボランティア清掃ごみ回収

快適生活環境の充実

生活環境の保護

1 節

不法投棄監視パトロール
不法投棄処理

第 4 部

第 2 章
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マネジメントシート（事務事業評価）

平成24年度実施計画

平成24年度の成果

活動指標／成果指標

事業費の推移

平成24年度事務事業評価コメント

平成25年度の実施計画

・公有地の死骸を速やかに回収し環境美化に努める。・市民活動により回収されたごみを回収する業務。・ごみを捨てさせない
環境作りのためパトロールの実施。不法投棄されたごみは、関係機関と連携し調査・対処する。・不法投棄ごみの調査、収集
運搬・春と秋の年２回、コミュニティが実施する清掃活動を支援する。

遅れ

6

10,948

やや遅れ

特定財源

9,411

千円

大変順調

11,177
一般財源

千円
事業費

11,177

9,411

8,789

9

特定財源
千円 千円

活動内容（担当課の取り組み内容） ⇒⇒⇒

・公有地の犬・猫等の死骸を速やかに回収し環境美化に努める。・市民活動により回収されたごみを
回収する業務。・ごみを捨てさせない環境作りのためパトロールの実施。不法投棄されたごみは、関
係機関と連携し調査・対処する。・不法投棄ごみの調査、収集運搬・春と秋の年２回、コミュニティが実
施する清掃活動を支援する。

成果内容（対象の変化。●●につながりました）

左の評価の理由

H22決算

順調

不法投棄の回収実績から見ると不法投棄回収量は増加(箇所件数は減少）して
いるものの、地域からポイ捨てごみ等への見守り体制が浸透してきており、「不法
投棄を許さない、見過ごさない、自分たちの街は自分たちの手できれいに」を基
本とし、協働して環境美化を進めようと機運が高まっている。市としても、コミュニ
ティと連携し、ごみ処理作業等の支援で大きな美化推進成果が達成できた。市
民環境美化ボランティア活動への参加意識も浸透しており、更なる活動拡大に
向けクリーンアップむなかた等環境美化活動団体と連携し取組みたい。

8,798

H24決算

H24達成度

H24特定財源の内訳

千円

160164

トン

H24

160

単位
実績

31

159

35

24年11月の湯川林道クリーンキャンペーン及
び、25年2月の東郷地区内大量放置ごみの回
収・処理（計11トン）を地元・関係団体、地権者と
協働して実施できた。また、地域での監視活動
の成果もあり、投棄者への摘発・指導(適正処理
誓約・ごみの持ち帰り）が強化できた。犬猫等の

47

目標 実績指標内容

不法投棄回収出動日
数

日

H22 H23

35

説明・算定式指標名区分

不法投棄ごみ回収量

終了

一般財源

H23決算単位

10,954

順調

事業費 千円

不法投棄ごみ回収量

不法投棄回収出動日
数

市民活動により収集されたごみを回収する業
務。不法投棄させないためのパトロールの実施、
監視カメラによる抑制及び摘発。公有地の犬猫
等の死骸の回収。

12



マネジメントシート（事業概要）

事業名称

所管コード 所管名

新規／継続 事務区分

事業期間

関係法規・条例

総合計画体系

事業概要

職務名

継続

松葉ダイオキシン類の調査に関する業務

環境調査・測定事業

対象
（誰・何）
に対して

将来像

321302 市民協働・環境部環境課環境対策係

市民

環境衛生の向上

公害がなく、快適な生活ができるまち

年度年度　～　平成

適切な調査方法により、正確に調査データを把握すること

自動車騒音測定に関する業務

どのような
状態に

事業番号

自治事務（法律、政令により事務処理が義務付けられるもの）

終了見込みなし

騒音規制法、二次一括法

□ 平成14年度以前 ■平成

18003

どのような
手段で

日の里産業廃棄物処理場跡地周辺の水質調査を行う。市内の全小学校での松葉ダイオキ
シン類の調査を行う。また、第2次一括法の施行に伴い、県から権限委譲を受けた自動車騒
音常時監視（自動車騒音の面的評価）を行う。その他、必要に応じて、臨時の環境調査を行
う。

日の里産業廃棄物処分場の管理

快適生活環境の充実

生活環境の保護

1 節

第 4 部

第 2 章
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マネジメントシート（事務事業評価）

平成24年度実施計画

平成24年度の成果

活動指標／成果指標

事業費の推移

平成24年度事務事業評価コメント

平成25年度の実施計画

自動車騒音の常時監視（自動車騒音の面的評価）を行う。日の里産業廃棄物処理場跡地周辺の水質調査を行う。市内の全
小学校での松葉ダイオキシン類の調査を行う。その他、必要に応じて、臨時の環境調査を行う。

遅れ

593

やや遅れ

特定財源

983

千円

大変順調

1,663
一般財源

千円
事業費

1,663

983

782

交付金:14.4千円

特定財源
千円 千円

活動内容（担当課の取り組み内容） ⇒⇒⇒

市内３地点での２４時間自動車騒音測定及び交通量調査を行う。日の里産業廃棄物跡地周辺の水
質調査を行う。市内の全小学校での松葉ダイオキシン類の調査を行う。その他、必要に応じて、臨時
の環境調査を行う。

成果内容（対象の変化。●●につながりました）

左の評価の理由

H22決算

順調
第二次一括法の権限委譲に伴い、自動車騒音測定に関してはH24年度からは
常時監視に移行し、概ね計画どおり調査・測定を実施できた。今後も、適切な調
査方法で測定を行い、環境変化を把握していく。

782

H24決算

H24達成度

H24特定財源の内訳

千円

2

箇所

H24
単位

実績

－ -

水質、ダイオキシン、騒音等の調査を行うことに
より、公害等の発生の監視を行い、環境に異常
がないことの把握につながった。

1

目標 実績指標内容

水質調査 箇所

H22 H23

活動 1

説明・算定式指標名区分
自動車騒音常時監視
（5年で全路線ﾛｰﾘﾝｸﾞ）

終了

12

一般財源

H23決算単位

593

順調

箇所活動

事業費

小学校校庭

千円

松葉ダイオキシン類の
調査

自動車騒音測定

日の里産業廃棄物処
分場の管理

日の里産業廃棄物跡地の水質調査（２箇所）、市
内小学校の松葉ダイオキシン類の測定調査（１２
地点）を行った。自動車騒音については、市内
主要路線を5区間に分け、年間１路線の自動車
騒音常時監視業務を行った。

活動

14



マネジメントシート（事業概要）

事業名称

所管コード 所管名

新規／継続 事務区分

事業期間

関係法規・条例

総合計画体系

事業概要

職務名

継続

そ族および昆虫の駆除に関する業務

環境保全事業

対象
（誰・何）
に対して

将来像

321302 市民協働・環境部環境課環境対策係

市民、事業所

環境衛生の向上

公害がなく、快適な生活ができるまち

年度年度　～　平成

典型７公害の原因者等が、市民の生活環境を悪化させ、健康被害の原因となる事象を改善
すること、または、その発生を未然に防止すること

騒音、悪臭、大気汚染、水質汚濁等の公害に関する業務 改葬および分骨許可に関する業務

どのような
状態に

事業番号

自治事務（法律、政令により事務処理が義務付けられるもの）

終了見込みなし

騒音規制法、悪臭防止法、水質汚濁防止法他

□ 平成14年度以前 ■平成

18004

どのような
手段で

県保健福祉環境事務所と連携して典型７公害についての苦情対応を行う。地下水特定採
取者に、前年度分の地下水採取量及び水位測定結果の報告依頼を行う。空き宅地の所有
者に、草刈依頼文の発送を行い、近隣からの要望への対応を行う。改葬および分骨に関す
る許可を行う。

特定作業届出に関する業務

快適生活環境の充実

生活環境の保護

墓地等経営許可に関する業務

1 節

空き宅地の草刈の推進に関する業務
調整区域等の開発に関する業務

むなかた「水と緑の会」の草刈に関する業務
地下水採取に関する業務

第 4 部

第 2 章
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マネジメントシート（事務事業評価）

平成24年度実施計画

平成24年度の成果

活動指標／成果指標

事業費の推移

平成24年度事務事業評価コメント

平成25年度の実施計画

関係機関、地域及び市民活動団体の協力を得ながら、可能な範囲での苦情対応や適正な事務手続きを行う。改葬許可及び
分骨証明事務を適正に行う。

遅れ

2,708

やや遅れ

特定財源

3,238

千円

大変順調

1,983
一般財源

千円
事業費

1,983

3,238

649

特定財源
千円 千円

活動内容（担当課の取り組み内容） ⇒⇒⇒

関係機関、地域及び市民活動団体の協力を得ながら、可能な範囲での苦情対応や適正な事務手続
きを行う。改葬許可及び分骨証明事務を適正に行う。

成果内容（対象の変化。●●につながりました）

左の評価の理由

H22決算

順調
平成２４年度実施計画に基づき苦情対応については、適宜、関係機関や地域と
の協力を得て対処した。また、事務処理業務についても滞りなく処理を行った。
今後も引き続き連携しながら可能な限り苦情対応を行い、適正な事務手続きを
行っていく。

649

H24決算

H24達成度

H24特定財源の内訳

千円

197

件数

H24
単位

実績

苦情等の対応により、市民の生活環境を悪化さ
せ、健康被害の原因となる事象を改善や防止に
つながった

46

目標 実績指標内容

苦情等対処件数 件数

H22 H23

活動

説明・算定式指標名区分

苦情等対処件数

終了

45

一般財源

H23決算単位

2,708

順調

件数活動

事業費

申請件数

千円

改葬・分骨の許可申請

公害等に関する苦情等
対処割合

草刈苦情等対処割合

７大公害に関係する苦情処理、空き宅地の所有
者に対する管理推進、改葬及び分骨許可業務。

活動
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マネジメントシート（事業概要）

事業名称

所管コード 所管名

新規／継続 事務区分

事業期間

関係法規・条例

総合計画体系

事業概要

職務名

継続

動物愛護に関する業務

畜犬事業

対象
（誰・何）
に対して

将来像

321302 市民協働・環境部環境課環境対策係

市民

環境衛生の向上

公害がなく、快適な生活ができるまち

年度年度　～　平成

飼主が、犬猫をはじめとしたペットを適正に飼養し、狂犬病の予防や生活環境の保全を図る
こと

動物の苦情に関する業務

どのような
状態に

事業番号

法定受託事務

終了見込みなし

犬病予防法、宗像市狂犬病予防法に関する事務取扱規則

□ 平成14年度以前 ■平成

18005

どのような
手段で

新規登録・犬鑑札の発行を行う。狂犬病集団予防注射の案内の送付、注射済票の発行及
び狂犬病予防注射未接種犬への案内の送付を行う。犬猫の糞害等に対しての啓発活動を
行う。福岡県獣医師会宗像分会主催の動物ふれあい広場への事業協力を行う。福岡県獣
医師会宗像分会と動物愛護ボランティアグループ「アニマルレスキューむなかた」（AR)の猫
の殺処分数を減らす取り組みへの支援を行う。

畜犬登録等に関する業務

快適生活環境の充実

生活環境の保護

1 節

野犬対策に関する業務
動物飼養及び化製場法に関する業務

第 4 部

第 2 章
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マネジメントシート（事務事業評価）

平成24年度実施計画

平成24年度の成果

活動指標／成果指標

事業費の推移

平成24年度事務事業評価コメント

平成25年度の実施計画

関係機関、地域及び市民活動団体との連携を図りながら、狂犬病の予防や犬猫の糞害、動物愛護の推進等を図るため、適切
な対応と適正な事務手続きを行う。

遅れ

3,155

やや遅れ

特定財源 千円

大変順調

4,459
一般財源

千円 4,321
事業費

138

2,979

2,979

畜犬手数料他

2,865

特定財源
千円 千円

活動内容（担当課の取り組み内容） ⇒⇒⇒

関係機関、地域及び市民活動団体との連携を図りながら、狂犬病の予防や犬猫の糞害、動物愛護の
推進等を図るため、適切な対応と適正な事務手続きを行う。

成果内容（対象の変化。●●につながりました）

左の評価の理由

H22決算

順調 予防接種率70％を維持し、順調

2,865

H24決算

H24達成度

H24特定財源の内訳

千円

65466729

頭

H24

6670

単位
実績

4891

6720

4809

狂犬病の発生及び伝染の予防につながった。野
良猫の糞尿被害や庭荒らしが減少した。

4657

目標 実績指標内容

登録頭数 頭

H22 H23

活動 5040

説明・算定式指標名区分

注射接種頭数

終了

811 8

一般財源

H23決算単位

3,155

10

順調

件活動

事業費 千円

犬猫に関する苦情件数

狂犬病注射接種頭数

登録頭数

市民活動団体と連携を図り、狂犬病予防集団注
射実施の際に、鑑札と注射済票の装着義務の啓
発を行った。犬猫の糞害の苦情対応として、啓
発看板を配布した。野良猫へのエサやりの苦情
については、環境事務所と連携し原因者に指導
を行った。

活動
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マネジメントシート（事業概要）

事業名称

所管コード 所管名

新規／継続 事務区分

事業期間

関係法規・条例

総合計画体系

事業概要

職務名

継続

火葬場運営事業

対象
（誰・何）
に対して

将来像

321302 市民協働・環境部環境課環境対策係

市民

環境衛生の向上

公害がなく、快適な生活ができるまち

年度年度　～　平成

火葬場の管理運営を適正に行い、公衆衛生その他公共の福祉の見地から、支障のない火
葬を行うこと

火葬場運営に関する業務

どのような
状態に

事業番号

自治事務（法律、政令により事務処理が義務付けられるもの）

終了見込みなし

墓地、埋葬等に関する法律、宗像市火葬場の設置管理に関する条例

□ 平成14年度以前 ■平成

18008

どのような
手段で

火葬場の管理運営を行う。火葬業務運営業者及び設備保守管理業者等に、一部管理運営
業務の委託を行う。

快適生活環境の充実

生活環境の保護

1 節

第 4 部

第 2 章
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マネジメントシート（事務事業評価）

平成24年度実施計画

平成24年度の成果

活動指標／成果指標

事業費の推移

平成24年度事務事業評価コメント

平成25年度の実施計画

公衆衛生その他公共の福祉の見地から、支障のない火葬業務を行うため、火葬場の管理運営を適正かつ効率的に行う。

遅れ

18,505

35,785

やや遅れ

特定財源

28,691

千円

大変順調

58,620
一般財源

千円 16,143
事業費

42,477

46,917

32,416

18,226

火葬施設使用料

16,640

特定財源
千円 千円

活動内容（担当課の取り組み内容） ⇒⇒⇒

公衆衛生その他公共の福祉の見地から、支障のない火葬業務を行うため、火葬場の管理運営を適
正かつ効率的に行う。

成果内容（対象の変化。●●につながりました）

左の評価の理由

H22決算

順調 支障なく適正に火葬業務を行った

49,056

H24決算

H24達成度

H24特定財源の内訳

千円

9

件

H24

10

単位
実績

746

10

867

公衆衛生その他公共の福祉の見地から、火葬場
の適正な管理運営につながった

854

目標 実績指標内容

補助件数 件

H22 H23

活動 867

説明・算定式指標名区分

火葬件数実績値

終了

一般財源

H23決算単位

54,290

順調

事業費 千円

火葬件数

火葬場休業日使用料
補助

適正に火葬業務を行うとともに火葬場が休業日
には他施設の使用料との差額補助を行った。

活動
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マネジメントシート（事業概要）

事業名称

所管コード 所管名

新規／継続 事務区分

事業期間

関係法規・条例

総合計画体系

事業概要

職務名

継続

火葬場施設整備事業

対象
（誰・何）
に対して

将来像

321302 市民協働・環境部環境課環境対策係

市民

環境衛生の向上

公害がなく、快適な生活ができるまち

年度年度　～　平成

火葬場施設の整備を行い、公衆衛生その他公共の福祉の見地から、支障なく火葬を行うこ
と

火葬場施設整備に関する業務

どのような
状態に

事業番号

自治事務（法律、政令により事務処理が義務付けられるもの）

終了見込みなし

墓地、埋葬等に関する法律、宗像市火葬場の設置管理に関する条例

25□ 平成14年度以前 □平成

18009

24

どのような
手段で

火葬場施設の整備計画を策定し、整備を行う。

快適生活環境の充実

生活環境の保護

1 節

第 4 部

第 2 章
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マネジメントシート（事務事業評価）

平成24年度実施計画

平成24年度の成果

活動指標／成果指標

事業費の推移

平成24年度事務事業評価コメント

平成25年度の実施計画

浄楽苑宗像斎場の増改築を行う。必要な備品の購入を行う。

遅れ

66,900

6,111

やや遅れ

特定財源

16,585

千円

大変順調

139,017
一般財源

千円 132,000
事業費

7,017

330,185

6,964

313,600

合併特例債

特定財源
千円 千円

活動内容（担当課の取り組み内容） ⇒⇒⇒

浄楽苑宗像斎場の増改築を行う。

成果内容（対象の変化。●●につながりました）

左の評価の理由

H22決算

やや遅れ 整備の進捗状況から一部、平成25年度に繰越し整備した

6,964

H24決算

H24達成度

H24特定財源の内訳

千円

％

H24
単位

実績

- -

増炉など計画通り整備を行うことにより、新たな火
葬需要に対応できた。

34

目標 実績指標内容
H22 H23

成果 80

説明・算定式指標名区分
各年度計画における整
備の進捗率

終了

一般財源

H23決算単位

73,011

順調

事業費 千円

整備工程の達成度

浄楽苑火葬炉設備設置工事の発注浄楽苑増築
及び既設棟改修工事に関係する業務依頼

22



マネジメントシート（事業概要）

事業名称

所管コード 所管名

新規／継続 事務区分

事業期間

関係法規・条例

総合計画体系

事業概要

職務名

継続

宗像地区事務組合に関する業務

し尿処理事業

対象
（誰・何）
に対して

将来像

321302 市民協働・環境部環境課環境対策係

宗像地区事務組合、し尿収集運搬許可業者（以下、許可業者）

汚水の適正処理

生活排水を適正に処理し、水環境が保全されています

年度年度　～　平成

宗像地区事務組合や許可業者が、関係法令に則って、し尿の収集運搬及び処理を安定的
かつ適正に行うこと

し尿処理に関する業務

どのような
状態に

事業番号

自治事務（法律、政令により事務処理が義務付けられるもの）

終了見込みなし

廃棄物の処理及び清掃に関する法律、宗像市廃棄物の減量及び適正処理に関する条例

□ 平成14年度以前 ■平成

18001

どのような
手段で

円滑なし尿収集運搬実施のため、許可業者に異動情報等を提供する。許可業者に、大島
地区の収集運搬に伴う船賃を補助する。市内におけるし尿の適正収集及び下水道の整備
等に伴う、一般廃棄物処理等の合理化に関する協定書に基づき、代替業務を検討し、許可
業者と協議を行う。宗像地区事務組合に、し尿処理場の管理運営に係る衛生費負担金を支
払う。

し尿代替業務に関すること

快適生活環境の充実

上下水道事業の確立

2 節

第 4 部

第 3 章
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マネジメントシート（事務事業評価）

平成24年度実施計画

平成24年度の成果

活動指標／成果指標

事業費の推移

平成24年度事務事業評価コメント

平成25年度の実施計画

適正なし尿の収集運搬を図るため、し尿収集運搬許可業者と必要な情報交換を行うとともに、2年に一度の一般廃棄物処理
業許可の更新手続きを促す。

遅れ

18,792

やや遅れ

特定財源

20,032

千円

大変順調

20,534
一般財源

千円
事業費

20,534

20,032

33,130

特定財源
千円 千円

活動内容（担当課の取り組み内容） ⇒⇒⇒

適正なし尿の収集運搬を図るため、し尿収集運搬許可業者と必要な情報交換を行う。

成果内容（対象の変化。●●につながりました）

左の評価の理由

H22決算

順調 問題なく、し尿の収集運搬及び処理を安定的かつ適正に行うことができた。

33,130

H24決算

H24達成度

H24特定財源の内訳

千円

ｋｌ

H24
単位

実績

3195.01 2987.08

し尿の収集運搬及び処理を安定的かつ適正に
行うことにつながった

2757.64

目標 実績指標内容
H22 H23

活動 2987.08

説明・算定式指標名区分

事務組合からの報告

終了

一般財源

H23決算単位

18,792

順調

事業費 千円

し尿搬入量

異動情報の交換大島地区の収集運搬に伴う船
賃の補助し尿処理場の管理運営に係る衛生費
負担金の支払い
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マネジメントシート（事業概要）

事業名称

所管コード 所管名

新規／継続 事務区分

事業期間

関係法規・条例

総合計画体系

事業概要

職務名

継続

合併浄化槽維持管理事業

対象
（誰・何）
に対して

将来像

321302 市民協働・環境部環境課環境対策係

市民

汚水の適正処理

生活排水を適正に処理し、水環境が保全されています

年度年度　～　平成

合併処理浄化槽を設置している世帯が、維持管理を適正に行うこと

浄化槽の管理に関する業務

どのような
状態に

事業番号

自治事務（法律、政令に基づかずに任意で行うもの）

終了見込みなし

宗像市浄化槽設置整備事業等補助金交付要綱

□ 平成14年度以前 ■平成

18002

どのような
手段で

合併処理浄化槽を設置し、適正に維持管理している世帯に対して、補助金を交付する。

維持管理補助金交付に関する業務

快適生活環境の充実

上下水道事業の確立

2 節

第 4 部

第 3 章
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マネジメントシート（事務事業評価）

平成24年度実施計画

平成24年度の成果

活動指標／成果指標

事業費の推移

平成24年度事務事業評価コメント

平成25年度の実施計画

合併処理浄化槽を設置している世帯に、維持管理費補助金を交付し、合併処理浄化槽の適正な維持管理を保持する。

遅れ

6,444

やや遅れ

特定財源

6,035

千円

大変順調

8,714
一般財源

千円
事業費

8,714

6,035

7,677

特定財源
千円 千円

活動内容（担当課の取り組み内容） ⇒⇒⇒

合併処理浄化槽を設置している世帯に、維持管理費補助金を交付し、合併処理浄化槽の適正な維
持管理を保持する。

成果内容（対象の変化。●●につながりました）

左の評価の理由

H22決算

順調 合併処理浄化槽を設置している世帯に対し通知し、維持管理を行うため、補助
金を適正に交付している

7,677

H24決算

H24達成度

H24特定財源の内訳

千円

3.0以下3.0以下

世帯

H24

3.0以下

単位
実績

263

3.0以下

248

合併浄化槽の適正な管理を促進し、生活排水を
適正に処理し、水環境の保全につながる

221

目標 実績指標内容

mg/L

H22 H23

活動 248

説明・算定式指標名区分
浄化槽維持管理補助
金の交付した実績

終了

一般財源

H23決算単位

6,444

順調

事業費 千円

浄化槽維持管理補助
金交付世帯数

河川BOD濃度

合併処理浄化槽を設置している世帯が、維持管
理を適正に行うため、補助金を交付する

成果
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マネジメントシート（事業概要）

事業名称

所管コード 所管名

新規／継続 事務区分

事業期間

関係法規・条例

総合計画体系

事業概要

職務名

継続

下水道事業会計財務処理事務

下水道事業財務関連事務

対象
（誰・何）
に対して

将来像

350601 都市建設部下水道課管理係

公共下水道の使用者

汚水の適正処理

生活排水を適正に処理し、水環境が保全されています

年度年度　～　平成

職員が予算編成、決算整理、資産管理等の事務を正確かつ迅速に処理を行い、健全な財
政運営を維持する。

下水道事業会計予算、補正予算編成事務 下水道事業会計管理事務

どのような
状態に

事業番号

自治事務（法律、政令に基づかずに任意で行うもの）

終了見込みなし

地方公営企業法、宗像市下水道事業の設置等に関する条例、宗像市下水道条例

■ 平成14年度以前 ■平成

41005

どのような
手段で

地方公営企業法、下水道法及び条例等の規定に基づき、下水道事業経営に必要な事務
事業を処理する。

下水道事業会計決算整理事務

快適生活環境の充実

上下水道事業の確立

滞納整理事務

2 節

下水道事業決算統計等作成事務
下水道事業起債借入、管理事務

下水道事業固定資産の整理事務
下水道事業財産の占用等許可事務

第 4 部

第 3 章
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マネジメントシート（事務事業評価）

平成24年度実施計画

平成24年度の成果

活動指標／成果指標

事業費の推移

平成24年度事務事業評価コメント

平成25年度の実施計画

平成25年度から特定環境保全公共下水道事業会計と公共下水道事業会計を統合し運用を開始した。予算編成、決算整理、
資産管理等の事務を正確かつ迅速に処理し、健全な財政運営を維持する。

遅れ

やや遅れ

特定財源 千円

大変順調

一般財源
千円

事業費 特定財源
千円 千円

活動内容（担当課の取り組み内容） ⇒⇒⇒

予算編成、決算整理、資産管理等の事務を正確かつ迅速に処理し、健全な財政運営を維持する。

成果内容（対象の変化。●●につながりました）

左の評価の理由

H22決算

順調

当初予算編成業務では、編成方針に基づく課内査定により経費抑制に努め、概
ね財政収支計画に沿った予算案を策定した。決算整理では、錯誤無く、期間内
での正確な事務処理を行った。成果指標の経常収支比率は前年度から下降し
たが、依然県平均（平成22年度:109.8%）を大きく上回っており、経営状況は良好
である。

H24決算

H24達成度

H24特定財源の内訳

千円

128.3137.4

百万円

H24

135

単位
実績

501

132.5

446

適正な財政収支計画の策定、予算編成方針の
策定、当初・補正予算書の作成、決算書の作成
及び決算状況調査表の作成につながりました。

407

目標 実績指標内容

経常収益/経常費用×
100

％

H22 H23

400

説明・算定式指標名区分
一営業期間中の収益
－費用

終了

一般財源

H23決算単位

順調

事業費 千円

期間損益

経常収支比率

予算編成、決算整理、資産管理等の事務を正確
かつ迅速に処理し、健全な財政運営に努めた。
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マネジメントシート（事業概要）

事業名称

所管コード 所管名

新規／継続 事務区分

事業期間

関係法規・条例

総合計画体系

事業概要

職務名

継続

漁業集落排水処理施設事業特別会計財務処理事務

漁業集落排水処理施設事業財務関連事務

対象
（誰・何）
に対して

将来像

350601 都市建設部下水道課管理係

漁業集落排水処理施設の使用者

汚水の適正処理

生活排水を適正に処理し、水環境が保全されています

年度年度　～　平成

職員が予算編成、決算整理、資産管理等の事務を正確かつ迅速に処理を行い、健全な財
政運営を維持する

漁業集落排水処理施設事業特別会計予算、補正予算編成事務 滞納整理事務

どのような
状態に

事業番号

自治事務（法律、政令に基づかずに任意で行うもの）

終了見込みなし

浄化槽法、水質汚濁防止法、宗像市集落排水処理施設条例

■ 平成14年度以前 ■平成

41006

どのような
手段で

条例等の規定に基づき、漁業集落排水処理施設事業経営に必要な事務事業を処理する。

漁業集落排水処理施設事業特別会計決算整理事務

快適生活環境の充実

上下水道事業の確立

2 節

漁業集落排水処理施設事業起債借入、管理事務
漁業集落排水処理施設事業決算統計作成事務

漁業集落排水処理施設事業固定資産の整理事務
漁業集落排水処理施設事業財産の占用等許可事務

第 4 部

第 3 章
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マネジメントシート（事務事業評価）

平成24年度実施計画

平成24年度の成果

活動指標／成果指標

事業費の推移

平成24年度事務事業評価コメント

平成25年度の実施計画

予算編成、決算整理、資産管理等の事務を正確かつ迅速に処理し、健全な財政運営を維持する。

遅れ

やや遅れ

特定財源 千円

大変順調

一般財源
千円

事業費 特定財源
千円 千円

活動内容（担当課の取り組み内容） ⇒⇒⇒

予算編成、決算整理、資産管理等の事務を正確かつ迅速に処理する。年度内に玄海地域で実施し
ている特定環境公共下水道事業の地方公営企業法適用化の事前準備を完了する。

成果内容（対象の変化。●●につながりました）

左の評価の理由

H22決算

順調
特定環境保全公共下水道事業に地方公営企業法を全部適用したことにより、今
後新たに作成する整備計画（施設の長寿命化計画等）等の収支計画を策定する
上で経営の計画性・透明性の一層の向上につながる。

H24決算

H24達成度

H24特定財源の内訳

千円

4234

千円

H24

32

単位
実績

283

41

370

特定環境保全公共下水道事業に地方公営企業
法を全部適用したことにより、今後新たに作成す
る整備計画（施設の長寿命化計画等）等の収支
計画を策定する上で経営の計画性・透明性の一
層の向上につながる。

目標 実績指標内容

基準外繰入額 百万

H22 H23説明・算定式指標名区分
一会計年度の歳入－
歳出

終了

一般財源

H23決算単位

順調

事業費 千円

翌年度繰越金

一般会計繰入金

平成２５年４月に特定環境保全公共下水道事業
に地方公営企業法を適用し、公共下水道事業
会計に統合する準備を完了した。今後も引き続
き下水道事業の健全な財政運営を維持するた
め、歳入の確保とコストの削減に努め、効率的な
事業運営を行う。
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マネジメントシート（事業概要）

事業名称

所管コード 所管名

新規／継続 事務区分

事業期間

関係法規・条例

総合計画体系

事業概要

職務名

継続

合併処理浄化槽整備事業

対象
（誰・何）
に対して

将来像

350602 都市建設部下水道課事業係

地形や地理的に公共下水道等の恩恵を受けられない土地における合併処理浄化槽設置
者

汚水の適正処理

生活排水を適正に処理し、水環境が保全されています

年度年度　～　平成

生活雑排水を処理し、釣川水域の水質保全を図り、良質な水源を確保する。汲み取り便所
を水洗便所に改造することにより、生活排水対策を推進する。

浄化槽設置補助金事務、工事受付、管理、完了検査

どのような
状態に

事業番号

自治事務（法律、政令に基づかずに任意で行うもの）

終了見込みなし

浄化槽法、宗像市浄化槽の設置等に関する指導要綱、宗像市浄化槽設置整備事業に伴う排水施設等

■ 平成14年度以前 ■平成

42003

どのような
手段で

合併処理浄化槽設置に補助を行うと伴に、排水設備の改造者に対して、資金の貸し付けを
行う。

快適生活環境の充実

上下水道事業の確立

2 節

第 4 部

第 3 章
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マネジメントシート（事務事業評価）

平成24年度実施計画

平成24年度の成果

活動指標／成果指標

事業費の推移

平成24年度事務事業評価コメント

平成25年度の実施計画

合併処理浄化槽設置 （8基）、　排水施設改造資金貸付金（1戸）

遅れ

414

622

やや遅れ

特定財源

1,575

千円

大変順調

9,003
一般財源

千円 3,282
事業費

5,721

1,933

13,092

358

合併処理浄化槽設置整備事業補助金　国110千円、県248千
円

3,915

特定財源
千円 千円

活動内容（担当課の取り組み内容） ⇒⇒⇒

合併処理浄化槽設置 （10基）、　排水施設改造資金貸付金（1戸）

成果内容（対象の変化。●●につながりました）

左の評価の理由

H22決算

順調 合併処理浄化槽設置に関する補助金申請が2件あり、

17,007

H24決算

H24達成度

H24特定財源の内訳

千円

基

H24
単位

実績

100 100

下水道の処理区域外の2件について、生活排水
の適正処理及び生活環境の向上に寄与した。

100

目標 実績指標内容
H22 H23

100

説明・算定式指標名区分
補助件数/補助要件該
当申請者数

終了

一般財源

H23決算単位

1,036

順調

事業費 千円

補助実施率

合併処理浄化槽（5人槽1件、7人槽1件）設置補
助
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マネジメントシート（事業概要）

事業名称

所管コード 所管名

新規／継続 事務区分

事業期間

関係法規・条例

総合計画体系

事業概要

職務名

継続

排水設備改造工事推進事業

対象
（誰・何）
に対して

将来像

350602 都市建設部下水道課事業係

処理開始後3年以内の下水道処理区域内において、既設の汲み取り便所及び排水施設を
改造する者に対して

汚水の適正処理

生活排水を適正に処理し、水環境が保全されています

年度年度　～　平成

対象者に宅内改造工事に必要な資金の貸付等の支援を行い、下水道処理区域内の水洗
化率向上を図ります。これにより、釣川等の水質保全に寄与します。

排水設備等改造工事の推進、貸付金の回収

どのような
状態に

事業番号

自治事務（法律、政令に基づかずに任意で行うもの）

終了見込みなし

下水道法、宗像市排水設備改造資金貸付条例ほか

■ 平成14年度以前 ■平成

42004

どのような
手段で

下水道処理区域内において、下水道の普及を促進するため、既設の汲み取り便所及び排
水施設を改造する者に対して、当該改造工事費に必要な資金の貸し付け等の支援を行う。

快適生活環境の充実

上下水道事業の確立

2 節

第 4 部

第 3 章
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マネジメントシート（事務事業評価）

平成24年度実施計画

平成24年度の成果

活動指標／成果指標

事業費の推移

平成24年度事務事業評価コメント

平成25年度の実施計画

特定環境保全公共下水道排水設備改造（15戸）

遅れ

2,038

やや遅れ

特定財源

902

千円

大変順調

9,000
一般財源

千円 9,000
事業費

3,907

3,005

貸付金回収金

4,395

特定財源
千円 千円

活動内容（担当課の取り組み内容） ⇒⇒⇒

漁業集落排水設備改造（1戸）　公共下水道排水設備改造（1戸）特定環境保全公共下水道排水設
備改造（15戸）

成果内容（対象の変化。●●につながりました）

左の評価の理由

H22決算

順調 7件の貸付により、下水道処理区域内での水洗化を推進、釣川等の水質の保
全、生活環境の向上に寄与できた。

4,395

H24決算

H24達成度

H24特定財源の内訳

千円

100100

％

H24

100

単位
実績

97.8

100

98.3

下水道処理区域内での水洗化を推進、釣川等
の水質の保全、生活環境の向上に寄与できた。

98.7

目標 実績指標内容

％

H22 H23

98.4

説明・算定式指標名区分

終了

一般財源

H23決算単位

2,038

順調

事業費 千円

処理区域内水洗化率

排水施設改造資金貸
付金回収率

特定環境保全等下水道整備事業地域で7件の
貸付を行なった。
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マネジメントシート（事業概要）

事業名称

所管コード 所管名

新規／継続 事務区分

事業期間

関係法規・条例

総合計画体系

事業概要

職務名

継続

雨水施設維持管理

公共・特環下水道維持管理事業

対象
（誰・何）
に対して

将来像

350602 都市建設部下水道課事業係

雨水を含む下水道施設

汚水の適正処理

生活排水を適正に処理し、水環境が保全されています

年度年度　～　平成

施設機能の保持、保全及び破損等に伴う事故を未然に防ぐとともに、雨水等の浸入水を減
少させることにより、終末処理場への負担軽減と効率的な運転を行う。

管渠内清掃 調整池改修

どのような
状態に

事業番号

自治事務（法律、政令により事務処理が義務付けられるもの）

終了見込みなし

下水道法、宗像市下水道条例ほか

■ 平成14年度以前 ■平成

42011

どのような
手段で

施設を常に適正な状態に確保しておく必要があるため、汚水は、人孔蓋や公共桝の修繕を
行い、管渠内の沈殿物や付着物を除去する。
雨水施設、調整池の除草や改修を行う。浸入水防止は、汚水管路内の調査を行い、管路の
更新、部分補修を実施する。新設した下水道施設全般の実態がわかるよう、法に基づいた
下水道台帳を作成する。

排水路浚渫・清掃

快適生活環境の充実

上下水道事業の確立

2 節

人孔・公共桝修繕
管渠修繕

浸入水防止
雨水排水路修繕

第 4 部

第 3 章
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マネジメントシート（事務事業評価）

平成24年度実施計画

平成24年度の成果

活動指標／成果指標

事業費の推移

平成24年度事務事業評価コメント

平成25年度の実施計画

管渠内清掃、各施設の修繕・管理、浸入水防止の実施

遅れ

93,062

やや遅れ

特定財源

97,918

千円

大変順調

98,100
一般財源

千円
事業費

98,100

97,918

90,368

特定財源
千円 千円

活動内容（担当課の取り組み内容） ⇒⇒⇒

管渠内清掃、各施設の修繕・管理、浸入水防止の実施

成果内容（対象の変化。●●につながりました）

左の評価の理由

H22決算

順調 下水道施設に起因した水質事故や陥没事故等を防止できた。

90,368

H24決算

H24達成度

H24特定財源の内訳

千円

483300

ｍ

H24

300

単位
実績

940

610

6200

下水道施設に起因した水質事故や陥没事故等
を防止できた。

4000

目標 実績指標内容

個

H22 H23

3300

説明・算定式指標名区分

終了

16001710 1530

一般財源

H23決算単位

93,062

2000

順調

ｍ

事業費 千円

管内清掃委託

浸入水防止工事

公共桝、ﾏﾝﾎｰﾙ蓋替

管渠内清掃、各施設の修繕・管理、浸入水防止
の実施。雨水施設、調整池の安全対策、除草や
改修を行なった。
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マネジメントシート（事業概要）

事業名称

所管コード 所管名

新規／継続 事務区分

事業期間

関係法規・条例

総合計画体系

事業概要

職務名

継続

関係機関等との協議

漁業集落排水処理施設建設事業

対象
（誰・何）
に対して

将来像

350602 都市建設部下水道課事業係

下水道の未整備地区

汚水の適正処理

生活排水を適正に処理し、水環境が保全されています

年度年度　～　平成

下水道の普及により、公衆衛生の向上に寄与し、河川水域や漁港域の水質が保全される。

汚水管渠築造

どのような
状態に

事業番号

自治事務（法律、政令により事務処理が義務付けられるもの）

終了見込みなし

浄化槽法、宗像市下水道条例、宗像市集落排水処理施設条例ほか

■ 平成14年度以前 ■平成

42012

どのような
手段で

汚水管渠の面的整備および公共桝の設置を行う。

公共桝設置

快適生活環境の充実

上下水道事業の確立

2 節

第 4 部

第 3 章
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マネジメントシート（事務事業評価）

平成24年度実施計画

平成24年度の成果

活動指標／成果指標

事業費の推移

平成24年度事務事業評価コメント

平成25年度の実施計画

公共桝設置及び改良工事

遅れ

124,798

63,881

やや遅れ

特定財源

33,909

千円

大変順調

1,500
一般財源

千円
事業費

1,500

276,676

46,497

242,767

国庫補助金、起債

236,979

特定財源
千円 千円

活動内容（担当課の取り組み内容） ⇒⇒⇒

主な面整備地区　江口､上八、田野の各一部、公共桝設置工事

成果内容（対象の変化。●●につながりました）

左の評価の理由

H22決算

順調 区域内の新築等の汚水排除に対応できた。

283,476

H24決算

H24達成度

H24特定財源の内訳

千円

112

ha

H24

5

単位
実績

228

3

235

公衆衛生の向上、水質の保全に寄与した。

248

目標 実績指標内容

箇所

H22 H23

248

説明・算定式指標名区分

終了

一般財源

H23決算単位

188,679

順調

事業費 千円

特環整備面積

公共桝等設置件数

鐘崎地区で汚水管渠Vuφ150L=13.5mを布設、
上八で公共桝1箇所を設置した。
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マネジメントシート（事業概要）

事業名称

所管コード 所管名

新規／継続 事務区分

事業期間

関係法規・条例

総合計画体系

事業概要

職務名

継続

雨水施設維持管理

漁業集落排水施設維持管理事業

対象
（誰・何）
に対して

将来像

350602 都市建設部下水道課事業係

雨水を含む下水道施設

汚水の適正処理

生活排水を適正に処理し、水環境が保全されています

年度年度　～　平成

施設機能を保持し、水環境を保全するとともに、施設に起因する陥没や段差をなくすこと
で、事故を未然に防ぎ、安全な生活環境を築く。

管渠内清掃

どのような
状態に

事業番号

自治事務（法律、政令により事務処理が義務付けられるもの）

終了見込みなし

浄化槽法、宗像市下水道条例、宗像市集落排水処理施設条例ほか

■ 平成14年度以前 ■平成

42013

どのような
手段で

施設を常に適正な状態に確保しておく必要があるため、汚水人孔蓋や公共桝の修繕を行
い、管渠内の沈殿物や付着物を除去する。
また、雨水排水路の清掃や改修を行なう。

排水路浚渫・清掃

快適生活環境の充実

上下水道事業の確立

2 節

人孔・公共桝修繕
管渠修繕

大島処理施設管理
関係機関等との協議

第 4 部

第 3 章
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マネジメントシート（事務事業評価）

平成24年度実施計画

平成24年度の成果

活動指標／成果指標

事業費の推移

平成24年度事務事業評価コメント

平成25年度の実施計画

管渠清掃、各施設の修繕・管理

遅れ

17,398

やや遅れ

特定財源

17,323

千円

大変順調

7,800
一般財源

千円
事業費

7,800

17,323

11,241

特定財源
千円 千円

活動内容（担当課の取り組み内容） ⇒⇒⇒

(特環・漁集維持管理事業：平成25年度から分離）管渠清掃、各施設の修繕・管理、下水道台帳作成
の実施

成果内容（対象の変化。●●につながりました）

左の評価の理由

H22決算

順調
平成24年度は特環事業と漁集を合わせての実施計画であったが、巡回等によ
り、危険箇所の把握、補修等を早めに行なったため、特に閉塞等の大きな事故
につながるような事象はなかった。

11,241

H24決算

H24達成度

H24特定財源の内訳

千円

5440

ｍ

H24

50

単位
実績

630

78

780

道路の段差解消や浸入水を防止できた。

20

目標 実績指標内容

箇所

H22 H23

500

説明・算定式指標名区分

終了

29906800 6100

一般財源

H23決算単位

17,398

4500

順調

ｍ

事業費 千円

台帳作成

管内清掃委託

人孔・公共桝修繕

漁集：人孔23箇所、公共桝6箇所の取替等を実
施した。特環：
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マネジメントシート（事業概要）

事業名称

所管コード 所管名

新規／継続 事務区分

事業期間

関係法規・条例

総合計画体系

事業概要

職務名

継続

認可変更手続き

汚水施設建設事業

対象
（誰・何）
に対して

将来像

350602 都市建設部下水道課事業係

下水道の計画区域内の未普及地区や新築の住居等

汚水の適正処理

生活排水を適正に処理し、水環境が保全されています

年度年度　～　平成

下水道の普及により健全な生活環境を保持し、水道水源である河川水域の水質保全を図
る。

汚水管渠築造

どのような
状態に

事業番号

自治事務（法律、政令により事務処理が義務付けられるもの）

終了見込みなし

下水道法、宗像市下水道条例ほか

■ 平成14年度以前 ■平成

42015

どのような
手段で

汚水管渠や公共桝等を設置し、下水道処理区域とする。

公共桝設置

快適生活環境の充実

上下水道事業の確立

2 節

関係機関等との協議

第 4 部

第 3 章
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マネジメントシート（事務事業評価）

平成24年度実施計画

平成24年度の成果

活動指標／成果指標

事業費の推移

平成24年度事務事業評価コメント

平成25年度の実施計画

汚水管渠築造工事(Ｌ=1,100ｍ）を行う。また、公共桝設置(Ｎ=40箇所)の設置を行う。施設の長寿命化及び更新計画を作成

遅れ

13,700

6,345

やや遅れ

特定財源

83,552

千円

大変順調

144,700
一般財源

千円 138,200
事業費

6,500

287,032

3,434

203,480

国庫補助金、起債

17,203

特定財源
千円 千円

活動内容（担当課の取り組み内容） ⇒⇒⇒

（公共）汚水管渠築造工事(Ｌ=300ｍ）を行う。また、公共桝設置(Ｎ=30箇所)の設置を行う。（特環）江
口、上八、田野の各一部の面整備工事及び公共桝設置工事

成果内容（対象の変化。●●につながりました）

左の評価の理由

H22決算

順調 県道改良の遅れに伴い、下水道管渠布設出来ない箇所はあったが、概ね計画
通りに進捗した。

20,637

H24決算

H24達成度

H24特定財源の内訳

千円

248228

％

H24

248

単位
実績

99.4

238

99.4

下水道の整備区域が、10ha増加した。

99.6

目標 実績指標内容

ha

H22 H23

成果 99.4

説明・算定式指標名区分
処理区域内人口/行政
区域内人口

終了

一般財源

H23決算単位

20,045

順調

事業費 千円

下水道普及率

特環整備面積

（公共）汚水管渠築造工事L=62.7m、公共桝設
置N=39箇所（特環）江口、上八、田野の各一部
の面整備工事

活動
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マネジメントシート（事業概要）

事業名称

所管コード 所管名

新規／継続 事務区分

事業期間

関係法規・条例

総合計画体系

事業概要

職務名

継続

処理場施設建設事業

対象
（誰・何）
に対して

将来像

350603 都市建設部下水道課処理場係

耐用年数が経過した下水道処理施設

汚水の適正処理

生活排水を適正に処理し、水環境が保全されています

年度年度　～　平成

釣川水域の水質保全を図り、良質な水源を確保する。

処理場改築・更新

どのような
状態に

事業番号

自治事務（法律、政令により事務処理が義務付けられるもの）

終了見込みなし

下水道法、水質汚濁防止法、廃棄物の処理及び清掃に関する法律、宗像市下水道条例

■ 平成14年度以前 ■平成

42016

どのような
手段で

改築・更新を行う。

認可変更手続き

快適生活環境の充実

上下水道事業の確立

2 節

第 4 部

第 3 章
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マネジメントシート（事務事業評価）

平成24年度実施計画

平成24年度の成果

活動指標／成果指標

事業費の推移

平成24年度事務事業評価コメント

平成25年度の実施計画

長寿命化計画（H25-26）に基づく第1系統1系列反応槽の機械・電気設備工事の更新および第2系統汚泥処理施設の機械・
電気設備の更新工事の着工。公共下水道事業基本構想、全体計画の見直し。長寿命化基本計画の策定。

遅れ

818,756

やや遅れ

特定財源

146,515

千円

大変順調

406,160
一般財源

千円 187,000
事業費

219,160

315,600

169,085

国庫補助金

323,600

特定財源
千円 千円

活動内容（担当課の取り組み内容） ⇒⇒⇒

第2系統2系列最初沈殿池の機械設備及び中央監視制御設備の電気設備工事の完成。

成果内容（対象の変化。●●につながりました）

左の評価の理由

H22決算

順調 予定した改築更新工事を終了した。

323,600

H24決算

H24達成度

H24特定財源の内訳

千円

％

H24
単位

実績

49.9 66.8

設備が更新され、機能維持を図った。

71.4

目標 実績指標内容

工事事業費(累計)／総
工事事業費(予定)

％

H22 H23

成果 72.2

説明・算定式指標名区分
工事事業費(累計)／総
工事事業費(予定)

終了

一般財源

H23決算単位

818,756

順調

事業費 千円

第1期改築･更新整備
率

第2期改築･更新整備
率

第2系統2系列最初沈殿池の機械設備及び中央
監視制御設備の電気設備工事を実施した。

成果
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マネジメントシート（事業概要）

事業名称

所管コード 所管名

新規／継続 事務区分

事業期間

関係法規・条例

総合計画体系

事業概要

職務名

継続

処理場施設の運転管理

処理場維持管理事業

対象
（誰・何）
に対して

将来像

350603 都市建設部下水道課処理場係

 公共下水道に接続している家庭および事業所からの排水（汚水）

汚水の適正処理

生活排水を適正に処理し、水環境が保全されています

年度年度　～　平成

宗像終末処理場の汚水処理機能を維持し、計画放流水質を遵守することで公共用水域の
水質保全を図る。

処理場の水質管理

どのような
状態に

事業番号

自治事務（法律、政令により事務処理が義務付けられるもの）

終了見込みなし

下水道法、水質汚濁防止法、廃棄物の処理及び清掃に関する法律、宗像市下水道条例

■ 平成14年度以前 ■平成

43001

どのような
手段で

 宗像終末処理場の維持管理を行う。

処理場の廃棄物処理

快適生活環境の充実

上下水道事業の確立

2 節

処理場施設の保全

第 4 部

第 3 章
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マネジメントシート（事務事業評価）

平成24年度実施計画

平成24年度の成果

活動指標／成果指標

事業費の推移

平成24年度事務事業評価コメント

平成25年度の実施計画

宗像終末処理場の維持管理を行う。

遅れ

378,880

やや遅れ

特定財源

419,799

千円

大変順調

467,866
一般財源

千円
事業費

467,866

419,799

375,854

特定財源
千円 千円

活動内容（担当課の取り組み内容） ⇒⇒⇒

 宗像終末処理場の維持管理を行う。

成果内容（対象の変化。●●につながりました）

左の評価の理由

H22決算

順調 計画放流水質を遵守し、適正な維持管理を行った。

375,854

H24決算

H24達成度

H24特定財源の内訳

千円

7.47.7

mg/L

H24

12>

単位
実績

3.2

8.4

2.5

目標の処理水質（BOD、窒素、リン）を達成し、釣
川の水質保全を図った。

1.7

目標 実績指標内容

 計画放流水質 14×
0.9≒12㎎/Ｌ以下

mg/L

H22 H23

成果 6>

説明・算定式指標名区分
 計画放流水質　7×0.9
≒6㎎/Ｌ以下

終了

0.250.4 0.3

一般財源

H23決算単位

378,880

0.5>

順調

mg/L成果

事業費

 計画放流水質0.6×
0.9≒0.5㎎/Ｌ以下

千円

 処理水質（リン)

 処理水質（ＢＯＤ)

 処理水質（窒素)

適正な運転管理、水質管理、施設の保全、廃棄
物処理を行った。

成果
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マネジメントシート（事業概要）

事業名称

所管コード 所管名

新規／継続 事務区分

事業期間

関係法規・条例

総合計画体系

事業概要

職務名

継続

ポンプ場施設の保全

ポンプ場維持管理事業

対象
（誰・何）
に対して

将来像

350603 都市建設部下水道課処理場係

公共下水道に接続している家庭および事業所からの排水（汚水）

汚水の適正処理

生活排水を適正に処理し、水環境が保全されています

年度年度　～　平成

公共・特環下水道区域の汚水を適正に排水し、公共用水域の水質保全を図る。

ポンプ場の廃棄物処理

どのような
状態に

事業番号

自治事務（法律、政令により事務処理が義務付けられるもの）

終了見込みなし

下水道法、水質汚濁防止法、廃棄物の処理及び清掃に関する法律、宗像市下水道条例

■ 平成14年度以前 ■平成

43002

どのような
手段で

公共・特環下水道区域の汚水中継ポンプ場、マンホールポンプ場、雨水排水ポンプ場の維
持管理を行う。

ポンプ場施設の運転管理

快適生活環境の充実

上下水道事業の確立

2 節

第 4 部

第 3 章
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マネジメントシート（事務事業評価）

平成24年度実施計画

平成24年度の成果

活動指標／成果指標

事業費の推移

平成24年度事務事業評価コメント

平成25年度の実施計画

汚水中継ポンプ場（6ヶ所）、マンホールポンプ場（70ヶ所）、雨水排水ポンプ場（2ヶ所）の維持管理を行う。

遅れ

36,512

やや遅れ

特定財源

34,019

千円

大変順調

64,390
一般財源

千円
事業費

64,390

34,019

33,099

特定財源
千円 千円

活動内容（担当課の取り組み内容） ⇒⇒⇒

汚水中継ポンプ場（6ヶ所）、マンホールポンプ場（70ヶ所）、雨水排水ポンプ場（2ヶ所）の維持管理を
行う。

成果内容（対象の変化。●●につながりました）

左の評価の理由

H22決算

順調 市民生活に支障を及ぼすことなく、適正に維持管理を行った。

33,099

H24決算

H24達成度

H24特定財源の内訳

千円

件

H24
単位

実績

7 12

故障件数７件のうち、落雷によるポンプ制御盤の
緊急修理が１件あったが、早急な対処により市民
生活に支障を及ぼすことはなった。

7

目標 実績指標内容

件

H22 H23

成果 10>

説明・算定式指標名区分

終了

一般財源

H23決算単位

36,512

順調

事業費 千円

緊急故障件数

市民生活に支障を及ぼ
す事故件数

ポンプ場施設の運転管理、設備保全、廃棄物処
理を適正に実施した。

成果
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マネジメントシート（事業概要）

事業名称

所管コード 所管名

新規／継続 事務区分

事業期間

関係法規・条例

総合計画体系

事業概要

職務名

継続

特環ポンプ場施設の運転管理

特定環境保全下水道ポンプ場維持管理事業

対象
（誰・何）
に対して

将来像

350603 都市建設部下水道課処理場係

特定環境保全公共下水道に接続している家庭および事業所の排水（汚水）

汚水の適正処理

生活排水を適正に処理し、水環境が保全されています

年度年度　～　平成

特定環境保全公共下水道区域（玄海地区）の汚水を適正に排水し、公共用水域の水質保
全を図る。

特環ポンプ場の廃棄物処理

どのような
状態に

事業番号

自治事務（法律、政令により事務処理が義務付けられるもの）

終了見込みなし

下水道法、水質汚濁防止法、廃棄物の処理及び清掃に関する法律、宗像市下水道条例

□ 平成14年度以前 ■平成

43003

18

どのような
手段で

特定環境保全公共下水道区域（玄海地区）の中継ポンプ場、マンホールポンプ場の維持管
理を行う。

特環ポンプ場施設の保全

快適生活環境の充実

上下水道事業の確立

2 節

第 4 部

第 3 章
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マネジメントシート（事務事業評価）

平成24年度実施計画

平成24年度の成果

活動指標／成果指標

事業費の推移

平成24年度事務事業評価コメント

平成25年度の実施計画

平成25年度から「ポンプ場維持管理事業（事業番号43002）」に統合した。

遅れ

14,178

やや遅れ

特定財源

16,223

千円

大変順調

一般財源
千円

事業費

16,223

12,467

特定財源
千円 千円

活動内容（担当課の取り組み内容） ⇒⇒⇒

特定環境保全公共下水道区域（玄海地区）の中継ポンプ場(2ヶ所）、マンホールポンプ場（34ヶ所）の
維持管理を行う。

成果内容（対象の変化。●●につながりました）

左の評価の理由

H22決算

順調 市民生活に支障を及ぼすことなく、適正に維持管理を行った。

12,467

H24決算

H24達成度

H24特定財源の内訳

千円

件

H24
単位

実績

2

緊急を要する故障が1件発生したが、早急な対
処により、市民生活に支障を及ぼすことはなかっ
た。

1

目標 実績指標内容
H22 H23

成果 10>

説明・算定式指標名区分

終了

一般財源

H23決算単位

14,178

順調

事業費 千円

緊急故障件数

ポンプ場施設の運転管理、設備保全、廃棄物処
理を適正に実施した。
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マネジメントシート（事業概要）

事業名称

所管コード 所管名

新規／継続 事務区分

事業期間

関係法規・条例

総合計画体系

事業概要

職務名

継続

漁業集落排水施設の廃棄物処理

漁業集落排水処理施設維持管理事業

対象
（誰・何）
に対して

将来像

350603 都市建設部下水道課処理場係

漁業集落排水処理施設に接続している家庭の排水（汚水）

汚水の適正処理

生活排水を適正に処理し、水環境が保全されています

年度年度　～　平成

漁業集落排水地区（鐘崎、地島、大島）の汚水を適正に処理し、公共用水域の水質保全を
図る。

漁業集落排水施設の運転管理

どのような
状態に

事業番号

自治事務（法律、政令により事務処理が義務付けられるもの）

終了見込みなし

水質汚濁防止法、浄化槽法、廃棄物の処理及び清掃に関する法律、宗像市集落排水処理施設条例

■ 平成14年度以前 ■平成

43004

どのような
手段で

漁業集落排水地区（鐘崎、地島、大島）の汚水処理施設の維持管理を行う。

漁業集落排水施設の水質管理

快適生活環境の充実

上下水道事業の確立

2 節

漁業集落排水施設の保全

第 4 部

第 3 章
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マネジメントシート（事務事業評価）

平成24年度実施計画

平成24年度の成果

活動指標／成果指標

事業費の推移

平成24年度事務事業評価コメント

平成25年度の実施計画

漁業集落排水地区（鐘崎、地島、大島地区）の汚水処理施設の維持管理を行う。

遅れ

51,630

やや遅れ

特定財源

55,591

千円

大変順調

72,877
一般財源

千円
事業費

72,877

55,591

50,715

特定財源
千円 千円

活動内容（担当課の取り組み内容） ⇒⇒⇒

漁業集落排水地区（鐘崎、地島、大島地区）の汚水処理施設の維持管理を行う。

成果内容（対象の変化。●●につながりました）

左の評価の理由

H22決算

順調 老朽化した施設の機能を維持しながら、今後とも市民生活に支障のないよう適正
な維持管理を継続していく。

50,715

H24決算

H24達成度

H24特定財源の内訳

千円

9.311.5

㎎/L

H24

20>

単位
実績

4.4

4.9

9.6

目標処理水質を達成し、筑前海水域の水質保
全を図った。

7.3

目標 実績指標内容

処理能力（放流水
BOD20㎎/L以下）

㎎/L

H22 H23

成果 20>

説明・算定式指標名区分
処理能力（放流水
BOD20㎎/L以下）

終了

18.98.3 12.1

一般財源

H23決算単位

51,630

20>

順調

㎎/L成果

事業費

処理能力（放流水
BOD20㎎/L以下）

千円

平均処理水質（地島）

平均処理水質（鐘崎）

平均処理水質（大島）

漁業集落排水処理施設の運転管理、水質管
理、設備保全、廃棄物処理を行った。

成果
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マネジメントシート（事業概要）

事業名称

所管コード 所管名

新規／継続 事務区分

事業期間

関係法規・条例

総合計画体系

事業概要

職務名

継続

消化ガス発電設備建設事業

対象
（誰・何）
に対して

将来像

350603 都市建設部下水道課処理場係

宗像終末処理場で発生する再生可能エネルギーである消化ガス

汚水の適正処理

生活排水を適正に処理し、水環境が保全されています

年度年度　～　平成

宗像終末処理場の電気購入量を削減し、維持管理費およびＣＯ2排出量を削減する。
どのような

状態に

事業番号

自治事務（法律、政令に基づかずに任意で行うもの）

終了見込みなし27□ 平成14年度以前 □平成

43005

24

どのような
手段で

ガス発電設備を導入する。

快適生活環境の充実

上下水道事業の確立

2 節

第 4 部

第 3 章
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マネジメントシート（事務事業評価）

平成24年度実施計画

平成24年度の成果

活動指標／成果指標

事業費の推移

平成24年度事務事業評価コメント

平成25年度の実施計画

法的手続き（下水道事業全体計画の見直し）

遅れ

やや遅れ

特定財源 千円

大変順調

一般財源
千円

事業費

5,000

5,000

福岡県再生可能エネルギー発電設備導入促進事業費補助金

特定財源
千円 千円

活動内容（担当課の取り組み内容） ⇒⇒⇒

ガス発生量の将来予測や発電方式、導入手法、効果の検証等の詳細調査を行う。

成果内容（対象の変化。●●につながりました）

左の評価の理由

H22決算

順調 詳細調査を完了し、導入スケジュールを決定した。

H24決算

H24達成度

H24特定財源の内訳

千円

37342692

千kwh

H24

2928

単位
実績

7288

2727

7076

導入効果を検証し、導入方法および導入スケ
ジュールを決定した。

7149

目標 実績指標内容

ｴﾈﾙｷﾞｰ使用に伴って
発生するＣＯ2

㌧

H22 H23

成果 8414

説明・算定式指標名区分
九州電力からの電気購
入量

終了

一般財源

H23決算単位

順調

事業費 千円

電気購入量

ＣＯ2排出量

福岡県再生可能エネルギー発電設備導入促進
事業費補助金を活用して消化ガス発電導入の
詳細調査を実施した。

成果
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マネジメントシート（事業概要）

事業名称

所管コード 所管名

新規／継続 事務区分

事業期間

関係法規・条例

総合計画体系

事業概要

職務名

継続

釣川グリーンネット基本構想・計画に基づく事業の調査・研究

釣川と森林保全事業

対象
（誰・何）
に対して

将来像

321303 市民協働・環境部環境課森林河川係

小学４年生の児童と市民

水辺の美しいまち

美しい水辺が守られています

年度年度　～　平成

市民一人ひとりが、自然環境の保全意識を持ち、釣川グリーンネット基本構想・計画に基づ
く、30年後の「自律のまち」を目標に、釣川の水循環・水文化・美しい風景を守る。

釣川グリーンネット基本構想・計画の進行管理 河川浄化運動の実施

どのような
状態に

事業番号

自治事務（法律、政令に基づかずに任意で行うもの）

終了見込みなし■ 平成14年度以前 ■平成

18006

どのような
手段で

　児童期に対する環境教育（水辺教室＝釣川水系生活排水対策協議会の事業）、釣川流
域自治会による河川浄化運動、有償ボランティアによる本流堤防の草刈り、むなかた「水と
緑の会」による食廃油リサイクル石けんづくりや釣川クリーン作戦などの清掃活動などを通し
て、釣川の水循環・水文化・美しい風景を守る。また、むなかた「水と緑の会」、釣川水系生
活排水対策協議会等との共催で実施する市民参加型の各種清掃活動（釣川クリーン作戦、

釣川及び周辺河川の水質の保全

快適生活環境の充実

自然との共生

1 節

むなかた「水と緑の会」事務局
むなかた「水と緑の会」部会活動補助

釣川クリーン作戦の実施
ラブアースクリーンアップの実施

第 4 部

第 4 章
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マネジメントシート（事務事業評価）

平成24年度実施計画

平成24年度の成果

活動指標／成果指標

事業費の推移

平成24年度事務事業評価コメント

平成25年度の実施計画

エコロ館・山田ホタルの館の管理、釣川堤防草刈、むなかた「水と緑の会」事務局及び活動補助（釣川クリーン作戦など）、河
川浄化運動補助、釣川水系生活排水対策協議会補助（水辺教室の開催）を継続し、宗像固有系統のカノコユリの保存や繁
殖、ホタルの再生等の各環境関連事業にて、協働・共生のまちづくりを推進する。

遅れ

18,091

やや遅れ

特定財源

14,316

千円

大変順調

14,322
一般財源

千円
事業費

14,322

14,316

11,745

2,000

特定財源
千円 千円

活動内容（担当課の取り組み内容） ⇒⇒⇒

エコロ館・山田ホタルの館の管理、釣川堤防草刈、むなかた「水と緑の会」事務局及び活動補助（釣
川クリーン作戦など）、河川浄化運動補助、釣川水系生活排水対策協議会補助（水辺教室の開催）
を継続し、宗像固有系統のカノコユリの保存や繁殖、ホタルの再生等の各環境関連事業にて、協働・
共生のまちづくりを推進する。

成果内容（対象の変化。●●につながりました）

左の評価の理由

H22決算

順調 参加者が目標より多かった。

13,745

H24決算

H24達成度

H24特定財源の内訳

千円

30622887

人

H24

3000

単位
実績

270

2910

ラブアース・クリーンアップも釣川クリーン作戦も
前回より参加者が増え市民に自然環境の保全意
識が少しづつ高まっている。

450

目標 実績指標内容

参加者数 人

H22 H23

活動 300

説明・算定式指標名区分

参加者数

終了

一般財源

H23決算単位

18,091

順調

事業費 千円

ラブアースクリーンアッ
プ

釣川クリーン作戦

ラブアース・クリーンアップを実施し、450人の参
加があった。釣川クリーン作戦を実施し、3,062人
の参加があった。水辺教室を実施し、小学４年生
の児童814人の出席があった。

活動
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マネジメントシート（事業概要）

事業名称

所管コード 所管名

新規／継続 事務区分

事業期間

関係法規・条例

総合計画体系

事業概要

職務名

継続

海岸維持管理事業

対象
（誰・何）
に対して

将来像

360502 産業振興部水産振興課漁港整備係

海岸利用者。

水辺の美しいまち

美しい水辺が守られています

年度年度　～　平成

市管理海岸（鐘崎漁港海岸、神湊漁港海岸、地島漁港海岸）利用者にとって危険箇所の無
い安全な海岸、美しい水辺の維持を目指す。

海岸維持管理業務

どのような
状態に

事業番号

自治事務（法律、政令に基づかずに任意で行うもの）

終了見込みなし

なし

□ 平成14年度以前 ■平成

35007

どのような
手段で

海岸利用者の安全確保を目的に飛散し堆積した砂の整地及び、背後集落の安全確保を目
的に護岸改良工事、陸閘の管理業務の委託を実施する。

快適生活環境の充実

自然との共生

1 節

第 4 部

第 4 章
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マネジメントシート（事務事業評価）

平成24年度実施計画

平成24年度の成果

活動指標／成果指標

事業費の推移

平成24年度事務事業評価コメント

平成25年度の実施計画

・海岸利用者の安全確保を目的に飛散し堆積した砂の整地及び、背後集落の安全確保を目的に陸閘の管理業務の委託を
実施する。

遅れ

1,067

やや遅れ

特定財源

3,464

千円

大変順調

1,000
一般財源

千円
事業費

1,000

3,464

459

特定財源
千円 千円

活動内容（担当課の取り組み内容） ⇒⇒⇒

・海岸利用者の安全確保を目的に飛散し堆積した砂の整地及び、背後集落の安全確保を目的に護
岸改良工事、陸閘の管理業務の委託を実施する。

成果内容（対象の変化。●●につながりました）

左の評価の理由

H22決算

順調 平成24年度の実施計画を実施出来た。

459

H24決算

H24達成度

H24特定財源の内訳

千円

箇所

H24
単位

実績

利用者にとって危険箇所の無い安全な海岸、美
しい水辺の提供が出来た。

目標 実績指標内容
H22 H23

成果

説明・算定式指標名区分

終了

一般財源

H23決算単位

1,067

順調

事業費 千円

海岸利用者にとって危
険箇所の無いこと

補助事業に伴う工事　5件、修繕工事　2件管理
業務委託　1件
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マネジメントシート（事業概要）

事業名称

所管コード 所管名

新規／継続 事務区分

事業期間

関係法規・条例

総合計画体系

事業概要

職務名

継続

海岸整備事業（神湊）

対象
（誰・何）
に対して

将来像

360502 産業振興部水産振興課漁港整備係

海岸利用者及び、海岸背後地区の人。

水辺の美しいまち

美しい水辺が守られています

年度年度　～　平成

荒天時の越波、浸食等の被害から海岸背後地区の安全と財産を守る事を目指す。

海岸整備事業

どのような
状態に

事業番号

自治事務（法律、政令に基づかずに任意で行うもの）

終了見込みなし

なし

25□ 平成14年度以前 □平成

35008

22

どのような
手段で

・護岸（階段式）の改良整備を行う。

快適生活環境の充実

自然との共生

1 節

第 4 部

第 4 章
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マネジメントシート（事務事業評価）

平成24年度実施計画

平成24年度の成果

活動指標／成果指標

事業費の推移

平成24年度事務事業評価コメント

平成25年度の実施計画

護岸整備及び、陸閘の据付工事を行う。

遅れ

17,594

606

やや遅れ

特定財源

8,657

千円

大変順調

30,000
一般財源

千円 29,000
事業費

1,000

92,900

2,600

84,243

国庫補助金　37,200千円、県補助金　25,043千円、土木債
22,000千円

77,400

特定財源
千円 千円

活動内容（担当課の取り組み内容） ⇒⇒⇒

護岸改良、陸閘改良

成果内容（対象の変化。●●につながりました）

左の評価の理由

H22決算

やや遅れ 年度内完了が不可能となり平成25年度へ30,000千円の繰越を行った。

80,000

H24決算

H24達成度

H24特定財源の内訳

千円

％

H24
単位

実績

36 44

工事完了区間については、荒天時の越波、浸食
等の被害から海岸背後地区の安全と財産を守る
事が出来た。

86

目標 実績指標内容
H22 H23

成果 100

説明・算定式指標名区分
荒天時に被害がでない
こと

終了

一般財源

H23決算単位

18,200

順調

事業費 千円

高波浪、侵食による被
害がないこと

護岸改良工事　2件、陸閘改良工事　1件
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マネジメントシート（事業概要）

事業名称

所管コード 所管名

新規／継続 事務区分

事業期間

関係法規・条例

総合計画体系

事業概要

職務名

継続

環境活動推進事業

対象
（誰・何）
に対して

将来像

321302 市民協働・環境部環境課環境対策係

市民の環境意識向上

環境にやさしいまち

緑があふれ、市民が地球環境に優しい生活を心がけています

年度年度　～　平成

宗像環境団体連絡協議会の主体による市民環境イベントにおいて、環境活動団体が日頃
の活動等を発表するこで、市民が環境への意識が向上し、身近な環境活動を行う。

環境活動団体支援・育成業務

どのような
状態に

事業番号

自治事務（法律、政令に基づかずに任意で行うもの）

終了見込みなし

なし

□ 平成14年度以前 ■平成

17008

19

どのような
手段で

環境活動団体との協働事業の実施等による環境活動の活性化を図る。それに加えて市民
の環境活動を促すため、環境への意識向上・行動促進を目指した市民環境イベント（協働
事業）等を実施する。

環境フェスタ実行委員会支援

快適生活環境の充実

自然との共生

2 節

第 4 部

第 4 章
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マネジメントシート（事務事業評価）

平成24年度実施計画

平成24年度の成果

活動指標／成果指標

事業費の推移

平成24年度事務事業評価コメント

平成25年度の実施計画

市民の環境活動を促すとともに、環境への意識向上のために、環境イベントを開催する。また、運営にあたっては環境団体に
よる実行委員会を組織する。

遅れ

900

830

やや遅れ

特定財源

784

千円

大変順調

1,725
一般財源

千円 900
事業費

825

1,684

496

900

清掃手数料900千円

900

特定財源
千円 千円

活動内容（担当課の取り組み内容） ⇒⇒⇒

市民の環境活動を促すとともに、環境への意識向上のために、環境イベントを開催する。また、運営
にあたっては環境団体による実行委員会を組織する。

成果内容（対象の変化。●●につながりました）

左の評価の理由

H22決算

大変順調
幅広い年齢層の来場者を増やすことを目的に、例年にない企画内容を実施した
ため、市外からの来場者と子供たちの来場者が増えた。

1,396

H24決算

H24達成度

H24特定財源の内訳

千円

3326

人

H24

30

単位
実績

3200

32

3000

子供たちの来場が増え、環境意識の向上が見受
けられた。

3000

目標 実績指標内容

出展団体数 団体

H22 H23

成果 4000

説明・算定式指標名区分

来場者数

終了

一般財源

H23決算単位

1,730

順調

事業費 千円

参加人数

参加団体数

開催のため実行委員会、参加団体の募集・調
整、出展企画の調整を事務局として支援した。

成果
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マネジメントシート（事業概要）

事業名称

所管コード 所管名

新規／継続 事務区分

事業期間

関係法規・条例

総合計画体系

事業概要

職務名

継続

環境保全活動表彰事業に係る業務

環境基本計画推進事業

対象
（誰・何）
に対して

将来像

321302 市民協働・環境部環境課環境対策係

市民・事業者の環境意識向上

環境にやさしいまち

緑があふれ、市民が地球環境に優しい生活を心がけています

年度年度　～　平成

市民が環境保全を意識し、市民・事業者・市がそれぞれの協働により自然環境、生活環境
に配慮した生活を営む。

環境基本計画の推進管理に係る業務

どのような
状態に

事業番号

自治事務（法律、政令に基づかずに任意で行うもの）

終了見込みなし

なし

□ 平成14年度以前 ■平成

17010

20

どのような
手段で

「宗像市環境基本計画」及び「宗像市地球温暖化対策実行計画（区域施策編）」の具現化
のため、「環境保全活動表彰事業」「環境保全啓発」「環境講座」「太陽光発電システム設置
補助事業」等の各環境関連事業を実施する。

地球温暖化対策実行計画（区域施策編）の進行管理に係る業務

快適生活環境の充実

自然との共生

2 節

環境講座に係る業務
太陽光発電システム設置補助事業に係る業務

省エネ活動啓発に係る業務
環境保全啓発に係る業務

第 4 部

第 4 章
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マネジメントシート（事務事業評価）

平成24年度実施計画

平成24年度の成果

活動指標／成果指標

事業費の推移

平成24年度事務事業評価コメント

平成25年度の実施計画

「宗像市環境基本計画」及び「宗像市地球温暖化対策実行計画（区域施策編）」の具現化のため市民、事業者、市の協働によ
り事業を実施する。

遅れ

32,604

やや遅れ

特定財源

37,953

千円

大変順調

35,094
一般財源

千円
事業費

35,094

37,953

19,808

特定財源
千円 千円

活動内容（担当課の取り組み内容） ⇒⇒⇒

宗像市環境基本計画の中間年度のため見直しを行う。宗像市地球温暖化対策実行計画（区域施策
編）の具現化のため市民、事業者、市の協働により事業を実施する。

成果内容（対象の変化。●●につながりました）

左の評価の理由

H22決算

順調
環境リーダー育成事業については活動団体を結成した卒業生と既団体に入会し
活動している卒業生がいる。エコファミリーの登録数は44世帯と目標数値を下
回ったが、昨年度より増加している。太陽光発電設備設置補助については社会
情勢により増加している。

19,808

H24決算

H24達成度

H24特定財源の内訳

千円

44221

人

H24

100

単位
実績

28

41

31

計画に基づき取り組みが実施できた。

33

目標 実績指標内容

エコファミリー登録世帯
数

世帯

H22 H23

成果 30

説明・算定式指標名区分

環境リーダー受講者

終了

343203 334

一般財源

H23決算単位

32,604

260

順調

世帯成果

事業費

太陽光発電設備設置
補助金交付決定世帯
数

千円

太陽光発電設備設置
世帯数

育成人員数

環境家計簿取組世帯
数

宗像市環境基本計画の中間見直しについては
計画通り見直しが完了した。宗像市地球温暖化
対策実行計画（区域施策編）については市民、
事業者、市の協働により事業を実施することがで
きた。

成果
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マネジメントシート（事業概要）

事業名称

所管コード 所管名

新規／継続 事務区分

事業期間

関係法規・条例

総合計画体系

事業概要

職務名

継続

アースデイむなかた１０万人アクション（仮称）モデル事業

対象
（誰・何）
に対して

将来像

321302 市民協働・環境部環境課環境対策係

市民の省エネ行動

環境にやさしいまち

緑があふれ、市民が地球環境に優しい生活を心がけています

年度年度　～　平成

市民のエコの輪を広げていくため、家庭で気軽に参加できて、連帯行動となる新たな市民
参加型の環境イベントとして、市民が家庭内の照明を消し、電化製品の電源をできるだけ抜
いて、しばしの間、灯籠の灯りだけで家族団らんを楽しむ。

アースデイむなかた10万人アクション実行委員会支援

どのような
状態に

事業番号

自治事務（法律、政令に基づかずに任意で行うもの）

終了見込みなし

なし

□ 平成14年度以前 ■平成

17014

23

どのような
手段で

家庭の照明をすべて消し、出来る限りのプラグをコンセントから抜き、灯籠などの灯りの下で
省エネや節電について家族などで語り合い、市民一人ひとりができることから、身近なことか
らエコライフに取り組む。

快適生活環境の充実

自然との共生

2 節

第 4 部

第 4 章
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マネジメントシート（事務事業評価）

平成24年度実施計画

平成24年度の成果

活動指標／成果指標

事業費の推移

平成24年度事務事業評価コメント

平成25年度の実施計画

赤間地区コミュニティ内にアースデイむなかた実行委員会を組織し、活動を支援する。

遅れ

やや遅れ

特定財源

997,500

千円

大変順調

600
一般財源

千円
事業費

600

997,500

特定財源
千円 千円

活動内容（担当課の取り組み内容） ⇒⇒⇒

全コミュニティに「アースデイむなかた１０万人アクション」（仮称）事業を計画するために、モデル事業
として赤間地区コミュニティおいて、実行委員会を組織し、活動を支援する。

成果内容（対象の変化。●●につながりました）

左の評価の理由

H22決算

やや遅れ
PTAが組織として取り組んだが、一般家庭に浸透せず、広報不足だったと思わ
れる。

H24決算

H24達成度

H24特定財源の内訳

千円

世帯

H24
単位

実績

200

広報活動によりPTAが組織として取り組んだ。

200

目標 実績指標内容
H22 H23

成果 500

説明・算定式指標名区分

参加世帯数

終了

一般財源

H23決算単位

順調

事業費 千円

参加世帯数

灯籠づくり教室及び広報活動、まつり編の支援
をした。
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マネジメントシート（事業概要）

事業名称

所管コード 所管名

新規／継続 事務区分

事業期間

関係法規・条例

総合計画体系

事業概要

職務名

継続

海岸環境保全事業の実施

海岸環境保全事業

対象
（誰・何）
に対して

将来像

321303 市民協働・環境部環境課森林河川係

市民・さつき松原

環境にやさしいまち

緑があふれ、市民が地球環境に優しい生活を心がけています

年度年度　～　平成

市民の自然環境の保全意識の高まりとともにさつき松原の白砂青松が蘇り、憩いの場とし
て、活動の場として市民が集う場所となる。また、素晴らしい松原の景観を求めて市外からも
多くの観光客が訪れる。

さつき松原管理運営協議会運営業務

どのような
状態に

事業番号

自治事務（法律、政令に基づかずに任意で行うもの）

終了見込みなし

なし

□ 平成14年度以前 ■平成

18007

22

どのような
手段で

さつき松原の環境美化は、管理者である国（福岡森林管理署）と市と地元が協働で行う必要
があり、地元９団体（地元３地区コミュニティ、さつき松原保存会、むなかた「水と緑の会」、宗
像観光協会、鐘崎漁業協同組合、宗像漁業協同組合、福岡県立少年自然の家「玄海の
家」）で組織された「さつき松原管理運営協議会」により進めていく。具体的には、アダプト･
プログラム（公共施設等を｢養子｣とみなして、手入れする）の導入により、区分けしたさつき

さつき松原環境整備基本計画の進行管理

快適生活環境の充実

自然との共生

2 節

第 4 部

第 4 章
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マネジメントシート（事務事業評価）

平成24年度実施計画

平成24年度の成果

活動指標／成果指標

事業費の推移

平成24年度事務事業評価コメント

平成25年度の実施計画

アダプトプログラムによるさつき松原の環境美化活動の対象エリアを全体約140haのうちの13.7haに拡大し、現在の団体とは3
年契約が完了したので区域の見直しや新規団体を加えて新たに契約する。　また、各種ボランティアの受入れや松苗植樹の
活動を実施するとともに、関連部署と実施協議を進めながらさつき松原施設を整備する。

遅れ

2,455

やや遅れ

特定財源

3,126

千円

大変順調

3,400
一般財源

千円
事業費

3,400

3,126

1,800

特定財源
千円 千円

活動内容（担当課の取り組み内容） ⇒⇒⇒

アダプトプログラムによるさつき松原の環境美化活動の対象エリアは全体約140haのうちの約12haであ
り、活動状況を検証しながら、エリアの拡大を検討していく。　これに加えて、各種ボランティアの受入
れや松苗植樹の活動を実施するとともに、関連部署と実施協議を進めながらさつき松原施設整備を
進める。

成果内容（対象の変化。●●につながりました）

左の評価の理由

H22決算

順調 アダプトプログラムによる草刈・清掃活動のボランティア団体数が確実に増えてい
る。

1,800

H24決算

H24達成度

H24特定財源の内訳

千円

団体

H24
単位

実績

22 22

アダプトエリア1.8ha拡大により清掃活動団体を
募集し、きれいになった松原の維持が1.8ha拡大
できる。

23

目標 実績指標内容
H22 H23

活動 23

説明・算定式指標名区分

ボランティアの数

終了

一般財源

H23決算単位

2,455

順調

事業費 千円

アダプトプログラムによ
る、草刈り･清掃活動

アダプト・プログラムによりさつき松原の一部の
12ha、25区画を24団体で清掃活動を実施。ま
た、天理教ひのきしん隊の協力によりエリアが
1.8ha拡大。次にさつき松原再生プロジェクトとし
て松苗1,500本の植樹をボランティア３００人で実
施。
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マネジメントシート（事業概要）

事業名称

所管コード 所管名

新規／継続 事務区分

事業期間

関係法規・条例

総合計画体系

事業概要

職務名

継続

森林保育事業

対象
（誰・何）
に対して

将来像

321303 市民協働・環境部環境課森林河川係

市民、森林所有者、森林組合、市民活動団体

環境にやさしいまち

緑があふれ、市民が地球環境に優しい生活を心がけています

年度年度　～　平成

市民協働により、竹林が整然と整備され、竹が貴重な資源として活用され、また、景観や水
源涵養などの森林が持つ多面的な機能が発揮される。

森林の保育

どのような
状態に

事業番号

自治事務（法律、政令に基づかずに任意で行うもの）

終了見込みなし

宗像市森林保育事業費補助金交付要綱、宗像市放置竹林対策モデル事業補助金交付要綱

■ 平成14年度以前 ■平成

34011

どのような
手段で

森林所有者、森林組合、市民活動団体等の活動を支援し、市内森林の育成・保全を行う。

快適生活環境の充実

自然との共生

2 節

第 4 部

第 4 章
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マネジメントシート（事務事業評価）

平成24年度実施計画

平成24年度の成果

活動指標／成果指標

事業費の推移

平成24年度事務事業評価コメント

平成25年度の実施計画

森林の保全・育成を行なうため、以下の事業を実施する。放置竹林モデル対策事業実施、市民サービス協働化提案制度等
による啓発事業の実施、緑の募金活用事業の推進

遅れ

865

1,751

やや遅れ

特定財源

2,339

千円

大変順調

4,107
一般財源

千円 1,705
事業費

2,402

3,368

2,384

1,029

環境森林保全交付金：205千円、放置竹林対策モデル事業補
助金：804千円、動物飼養又は収容許可手数料：20千円

106

特定財源
千円 千円

活動内容（担当課の取り組み内容） ⇒⇒⇒

森林の保全・育成を行なうため、以下の事業を実施する。放置竹林モデル対策事業実施、市民サー
ビス協働化提案制度等による啓発事業の実施、緑の募金活用事業の推進

成果内容（対象の変化。●●につながりました）

左の評価の理由

H22決算

やや遅れ 放置竹林モデル対策事業が進捗しない。

2,490

H24決算

H24達成度

H24特定財源の内訳

千円

3.1

団体

H24

45

単位
実績

6

0.7

6

市民に森林の保全・育成の意識が少しづつ芽生
えてきた。

6

目標 実績指標内容

ha

H22 H23

6

説明・算定式指標名区分

終了

一般財源

H23決算単位

2,616

順調

事業費 千円

緑化・森林保全活動団
体数

モデル対策面積

放置竹林モデル対策事業は3.08ha実施。市民
サービス協働化提案制度による里山再生講座４
回実施。森林保育補助金６件交付。破砕機貸出
19回実施。
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マネジメントシート（事業概要）

事業名称

所管コード 所管名

新規／継続 事務区分

事業期間

関係法規・条例

総合計画体系

事業概要

職務名

継続

防除計画の作成業務

松くい虫防除対策事業

対象
（誰・何）
に対して

将来像

321303 市民協働・環境部環境課森林河川係

さつき松原の松林

環境にやさしいまち

緑があふれ、市民が地球環境に優しい生活を心がけています

年度年度　～　平成

松枯れ被害を減少させる。

被害対策業務

どのような
状態に

事業番号

自治事務（法律、政令に基づかずに任意で行うもの）

終了見込みなし■ 平成14年度以前 ■平成

34014

どのような
手段で

松くい虫による松枯れ被害拡大を防止するため、松くい虫被害対策自主計画に基づき適切
な防除（空中散布防除、地上散布防除、松の木樹幹注入、松枯れ木伐倒駆除）を行う。ま
た、松枯被害木の調査を行う。

防除届出業務

快適生活環境の充実

自然との共生

2 節

周辺住民の周知業務
交通協議業務
補助金交付申請業務

第 4 部

第 4 章

71



マネジメントシート（事務事業評価）

平成24年度実施計画

平成24年度の成果

活動指標／成果指標

事業費の推移

平成24年度事務事業評価コメント

平成25年度の実施計画

さつき松原の松枯れを防ぎ、美しい景観を保全していくため、航空防除、地上散布、樹幹注入、伐倒駆除、被害木調査、市民
参加型のさつき松原保全活動を実施する。

遅れ

4,246

4,090

やや遅れ

特定財源

9,550

千円

大変順調

9,842
一般財源

千円 1,859
事業費

7,983

15,113

3,695

5,563

松くい虫防除事業補助金：1,245千円、松くい虫被害木立木
駆除事業補助金：4318千円

2,078

特定財源
千円 千円

活動内容（担当課の取り組み内容） ⇒⇒⇒

さつき松原の松枯れを防ぎ、美しい景観を保全していくため、航空防除、地上散布、樹幹注入、伐倒
駆除、被害木調査、市民参加型のさつき松原保全活動を実施する。

成果内容（対象の変化。●●につながりました）

左の評価の理由

H22決算

遅れ 松枯れ被害量が計画の4倍にも及んだ。

5,773

H24決算

H24達成度

H24特定財源の内訳

千円

?

H24
単位

実績

84 103

松くい虫による松枯れの終息には期間がかかる
ので、継続して防除が必要。

311

目標 実績指標内容
H22 H23

80

説明・算定式指標名区分

終了

一般財源

H23決算単位

8,336

順調

事業費 千円

高度公益機能森林の
枯松被害量

さつき松原の松枯れを防ぐため、民有林
A=4.83haの松くい虫特別防除（空散）を2回実
施、民有林A=11.66haの松くい虫地上防除を1回
実施、20本の松に樹幹注入を実施、春に松枯れ
伐倒駆除V=19.763m3と冬に松枯れ伐倒駆除
V=432.325m3を実施。
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マネジメントシート（事業概要）

事業名称

所管コード 所管名

新規／継続 事務区分

事業期間

関係法規・条例

総合計画体系

事業概要

職務名

継続

林道維持管理事業

対象
（誰・何）
に対して

将来像

321303 市民協働・環境部環境課森林河川係

林道利用者、林道

環境にやさしいまち

緑があふれ、市民が地球環境に優しい生活を心がけています

年度年度　～　平成

林道は基本的に機能管理は受益者である地元で行なうが、一部災害等に関する応急的な
対応を実施する。湯川林道においては、必要な範囲において維持管理を行う。

維持工事の発注業務

どのような
状態に

事業番号

自治事務（法律、政令に基づかずに任意で行うもの）

終了見込みなし■ 平成14年度以前 ■平成

34015

どのような
手段で

林道の適切な維持管理により、林業振興及び自然環境の保全並びに健全な森林が育成さ
れる。

林道のパトロール業務

快適生活環境の充実

自然との共生

2 節

第 4 部

第 4 章
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マネジメントシート（事務事業評価）

平成24年度実施計画

平成24年度の成果

活動指標／成果指標

事業費の推移

平成24年度事務事業評価コメント

平成25年度の実施計画

林道維持管理

遅れ

やや遅れ

特定財源

99

千円

大変順調

400
一般財源

千円
事業費

400

99

特定財源
千円 千円

活動内容（担当課の取り組み内容） ⇒⇒⇒

林道維持管理

成果内容（対象の変化。●●につながりました）

左の評価の理由

H22決算

遅れ 林道事故が発生。

H24決算

H24達成度

H24特定財源の内訳

千円

件

H24
単位

実績

林道工事の土砂撤去で通行の確保ができた。

1

目標 実績指標内容
H22 H23

成果

説明・算定式指標名区分

終了

一般財源

H23決算単位

順調

事業費 千円

事故の件数

林道工事発注１件。林道のパトロール。事故対
応
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マネジメントシート（事業概要）

事業名称

所管コード 所管名

新規／継続 事務区分

事業期間

関係法規・条例

総合計画体系

事業概要

職務名

継続

荒廃森林再生事業

対象
（誰・何）
に対して

将来像

321303 市民協働・環境部環境課森林河川係

宗像市内にある人工林のスギとヒノキの所有者

環境にやさしいまち

緑があふれ、市民が地球環境に優しい生活を心がけています

年度年度　～　平成

市内の荒廃森林が再整備され、森林の持つ多面的機能（水源涵養・防災・温暖化対策な
ど）を長期に渡り発揮できる森林となる。

荒廃森林再生業務

どのような
状態に

事業番号

自治事務（法律、政令に基づかずに任意で行うもの）

終了見込みなし

福岡県補助金等交付規則、福岡県荒廃森林再生事業交付金交付要綱

29□ 平成14年度以前 □平成

34023

20

どのような
手段で

荒廃した森林を再生することは、従来の林業支援策や森林所有者の努力のみでは困難で
あることから、森林を社会全体で守り育てる新たな施策として森林の公益的機能の重要性に
かんがみ、森林環境税が導入される。この交付税を利用して荒廃した森林の再生等を実施
する。併せて広報活動を行う。10年間を目途とする。

快適生活環境の充実

自然との共生

2 節

第 4 部

第 4 章
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マネジメントシート（事務事業評価）

平成24年度実施計画

平成24年度の成果

活動指標／成果指標

事業費の推移

平成24年度事務事業評価コメント

平成25年度の実施計画

荒廃した森林を整備するため、森林環境税を活用し、以下の事業を実施する。荒廃森林調査、調査結果送付、調査結果・整
備事業説明会の開催、整備予定森林の境界選点、竹の侵入状況調査、林地調査、間伐等整備玄海・河東地区348ha調査
東郷地区110ha整備

遅れ

46,174

やや遅れ

特定財源 千円

大変順調

54,439
一般財源

千円 54,439
事業費

47,757

47,757

森林環境税事業補助金：47,757千円

44,698

特定財源
千円 千円

活動内容（担当課の取り組み内容） ⇒⇒⇒

荒廃した森林を整備するため、森林環境税を活用し、以下の事業を実施する。荒廃森林調査、調査
結果送付、調査結果・整備事業説明会の開催、整備予定森林の境界選点、竹の侵入状況調査、林
地調査、間伐等整備　東郷地区224ha調査　南郷地区100ha整備

成果内容（対象の変化。●●につながりました）

左の評価の理由

H22決算

順調 調査、整備は計画どおり実施できたため。

44,698

H24決算

H24達成度

H24特定財源の内訳

千円

ha

H24
単位

実績

82 86

計画どおり多面的機能が発揮できる森林となっ
ている。

105

目標 実績指標内容
H22 H23

100

説明・算定式指標名区分

終了

一般財源

H23決算単位

46,174

順調

事業費 千円

整備面積

荒廃森林調査面積は224.8ha、整備面積は
104.8ha実施でき計画どおり達成できた。
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マネジメントシート（事業概要）

事業名称

所管コード 所管名

新規／継続 事務区分

事業期間

関係法規・条例

総合計画体系

事業概要

職務名

継続

椿団地２号公園整備事業

公園整備事業

対象
（誰・何）
に対して

将来像

350301 都市建設部建設課建設係

　公園の利用者

環境にやさしいまち

緑があふれ、市民が地球環境に優しい生活を心がけています

年度年度　～　平成

　地域住民が公園を利用するために、他地域に出向かなくて済み、地域住民に親しみを持
たれる公園整備を行う。

河東地区桜公園整備事業

どのような
状態に

事業番号

自治事務（法律、政令に基づかずに任意で行うもの）

終了見込みなし

なし

■ 平成14年度以前 ■平成

29019

どのような
手段で

　自治会と公園用地の位置、規模等について協議を行い、周辺住民等の同意が得られれ
ば、用地の購入や無償借地をして公園整備を行う。

山田川緑道親水公園整備事業

快適生活環境の充実

自然との共生

2 節

東郷地区公園整備事業
田熊地区公園整備事業
平井地区公園整備事業

第 4 部

第 4 章
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マネジメントシート（事務事業評価）

平成24年度実施計画

平成24年度の成果

活動指標／成果指標

事業費の推移

平成24年度事務事業評価コメント

平成25年度の実施計画

　地元協議、山田川緑道親水公園の測量設計業務及び工事の実施。

遅れ

21,850

11,431

やや遅れ

特定財源

5,928

千円

大変順調

12,000
一般財源

千円 11,400
事業費

600

15,528

950

9,600

合併特例事業債：9,600千円

37,550

特定財源
千円 千円

活動内容（担当課の取り組み内容） ⇒⇒⇒

　桜公園の用地買収、測量設計業務及び工事の実施。

成果内容（対象の変化。●●につながりました）

左の評価の理由

H22決算

やや遅れ 地域との協議・調整に時間を要して、工事の完了が遅れたため。

38,500

H24決算

H24達成度

H24特定財源の内訳

千円

％

H24
単位

実績

53.1 46.9

河東地区桜公園の設計業務、用地買収の完了
及び整備工事の発注。

62

目標 実績指標内容
H22 H23

成果 ー

説明・算定式指標名区分
単年度事業費/全体事
業費×100

終了

一般財源

H23決算単位

33,281

順調

事業費 千円

事業の進捗率

河東地区桜公園の設計業務、用地買収、整備
工事の実施。
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マネジメントシート（事業概要）

事業名称

所管コード 所管名

新規／継続 事務区分

事業期間

関係法規・条例

総合計画体系

事業概要

職務名

継続

大井ダム跡地整備事業

対象
（誰・何）
に対して

将来像

350301 都市建設部建設課建設係

  域外からの来訪者や市民

環境にやさしいまち

緑があふれ、市民が地球環境に優しい生活を心がけています

年度年度　～　平成

　大井ダム跡地周辺を整備し、市民が自然と触れ合える場にする。

釈迦院1号線道路改良事業

どのような
状態に

事業番号

自治事務（法律、政令に基づかずに任意で行うもの）

終了見込みなし

なし

27□ 平成14年度以前 □平成

29022

24

どのような
手段で

　大井ダム跡地の整備

(仮称)東郷地区多目的広場整備事業

快適生活環境の充実

自然との共生

2 節

第 4 部

第 4 章
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マネジメントシート（事務事業評価）

平成24年度実施計画

平成24年度の成果

活動指標／成果指標

事業費の推移

平成24年度事務事業評価コメント

平成25年度の実施計画

　道路工事の着工と多目的広場の測量設計業務の実施。

遅れ

やや遅れ

特定財源

518

千円

大変順調

74,000
一般財源

千円 70,300
事業費

3,700

8,818

8,300

合併特例事業債：8,300千円

特定財源
千円 千円

活動内容（担当課の取り組み内容） ⇒⇒⇒

　道路、修景施設、植栽等等の測量設計業務の実施

成果内容（対象の変化。●●につながりました）

左の評価の理由

H22決算

順調 事業計画に沿って進んでいる。

H24決算

H24達成度

H24特定財源の内訳

千円

％

H24
単位

実績

ー ー

地元関係者と現地立会い等を行い、測量設計業
務が完了し、用地交渉資料が整った。

7

目標 実績指標内容
H22 H23

成果 7

説明・算定式指標名区分
単年度事業費/全体事
業費×100

終了

一般財源

H23決算単位

順調

事業費 千円

事業の進捗率

地域や警察等と協議・調整を行いながら、調査
測量設計業務の実施。
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マネジメントシート（事業概要）

事業名称

所管コード 所管名

新規／継続 事務区分

事業期間

関係法規・条例

総合計画体系

事業概要

職務名

継続

花、緑のあるまちづくり事業費

対象
（誰・何）
に対して

将来像

350401 都市建設部維持管理課道路公園係

花苗を植える市民や団体に対して

環境にやさしいまち

緑があふれ、市民が地球環境に優しい生活を心がけています

年度年度　～　平成

公衆用道路に面した場所や、公園、公民館など、多数の人々が容易に観賞できる場所にた
くさんの花が咲いている状態。

1.花苗配布に関すること

どのような
状態に

事業番号

自治事務（法律、政令に基づかずに任意で行うもの）

終了見込みなし□ 平成14年度以前 □平成

27004

どのような
手段で

市民に対して花苗を配布し、市民が生活する市街地の緑化を推進し、うるおいのある住環
境を形成するもの。なお、平成21年度より協働化提案制度により株式会社正助ふるさと村に
花苗配布、花いっぱいコンクールの開催等一連の事業を業務委託している。

2.花いっぱいコンクールに関すること

快適生活環境の充実

自然との共生

2 節

第 4 部

第 4 章
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マネジメントシート（事務事業評価）

平成24年度実施計画

平成24年度の成果

活動指標／成果指標

事業費の推移

平成24年度事務事業評価コメント

平成25年度の実施計画

・前期、後期合わせて花苗171,000本を配布。・花いっぱいコンクールを実施する。

遅れ

6,985

やや遅れ

特定財源

6,985

千円

大変順調

7,000
一般財源

千円
事業費

7,000

6,985

7,239

特定財源
千円 千円

活動内容（担当課の取り組み内容） ⇒⇒⇒

・前期、後期合わせて花苗171,000本を配布。・花いっぱいコンクールを実施する。

成果内容（対象の変化。●●につながりました）

左の評価の理由

H22決算

順調 例年どおり花苗を配布した。

7,239

H24決算

H24達成度

H24特定財源の内訳

千円

団体

H24
単位

実績

150 151

うるおいのある街づくりに寄与した。

151

目標 実績指標内容
H22 H23

活動 150

説明・算定式指標名区分

終了

一般財源

H23決算単位

6,985

順調

事業費 千円

花いっぱい運動参加団
体数

花苗１７１，０００本を配布した。
花いっぱいコンクールを実施した。
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マネジメントシート（事業概要）

事業名称

所管コード 所管名

新規／継続 事務区分

事業期間

関係法規・条例

総合計画体系

事業概要

職務名

継続

公園維持管理事業

対象
（誰・何）
に対して

将来像

350401 都市建設部維持管理課道路公園係

公園を利用する人に対して

環境にやさしいまち

緑があふれ、市民が地球環境に優しい生活を心がけています

年度年度　～　平成

公園利用者が安全に施設を利用できるようにする。

公園維持管理に関すること

どのような
状態に

事業番号

自治事務（法律、政令に基づかずに任意で行うもの）

終了見込みなし□ 平成14年度以前 □平成

30001

どのような
手段で

市が管理する公園（１８１公園）に対して公園施設の点検、修理、植栽管理（草刈・剪定）の
他トイレ清掃等の維持管理を実施している。

快適生活環境の充実

自然との共生

2 節

第 4 部

第 4 章
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マネジメントシート（事務事業評価）

平成24年度実施計画

平成24年度の成果

活動指標／成果指標

事業費の推移

平成24年度事務事業評価コメント

平成25年度の実施計画

年間草刈委託、植栽管理、トイレ清掃委託業務、遊具等施設の月点検、専門業者による精密点検の実施、公園遊具の改良
工事・修繕を行う。

遅れ

149,857

やや遅れ

特定財源

143,705

千円

大変順調

152,330
一般財源

千円
事業費

152,330

143,705

135,891

特定財源
千円 千円

活動内容（担当課の取り組み内容） ⇒⇒⇒

雇用対策による年間草刈委託、造園業者による年間植栽管理、トイレ清掃委託業務、遊具等施設の
月点検、専門業者による精密点検の実施、公園遊具の改良工事・修繕

成果内容（対象の変化。●●につながりました）

左の評価の理由

H22決算

順調 遊具等による事故が発生しなかった。

135,891

H24決算

H24達成度

H24特定財源の内訳

千円

件

H24
単位

実績

0(無) 0(無)

安心して公園が利用できた。

目標 実績指標内容
H22 H23

活動

説明・算定式指標名区分

終了

一般財源

H23決算単位

149,857

順調

事業費 千円

施設不備による事故件
数

年間草刈委託、植栽管理、トイレ清掃委託業
務、遊具等施設の月点検、専門業者による精密
点検の実施、公園遊具の改良工事・修繕を行っ
た。
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マネジメントシート（事業概要）

事業名称

所管コード 所管名

新規／継続 事務区分

事業期間

関係法規・条例

総合計画体系

事業概要

職務名

継続

無料公園の使用、及び有料公園施設の使用料の収納に関すること

公園管理事業

対象
（誰・何）
に対して

将来像

350402 都市建設部維持管理課管理係

公園利用者

環境にやさしいまち

緑があふれ、市民が地球環境に優しい生活を心がけています

年度年度　～　平成

公園利用者が、公園施設を安全で快適に利用できるようにする。

公園の占用、公園施設設置申請に関すること

どのような
状態に

事業番号

終了見込みなし

都市計画法、都市公園法、宗像市公園条例

■ 平成14年度以前 ■平成

30007

どのような
手段で

公園の利用者に対して、安らぎや潤いを与え、安全に施設を利用していただけるように適切
な維持管理をする。

公園台帳の整備に関すること

快適生活環境の充実

自然との共生

2 節

第 4 部

第 4 章
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マネジメントシート（事務事業評価）

平成24年度実施計画

平成24年度の成果

活動指標／成果指標

事業費の推移

平成24年度事務事業評価コメント

平成25年度の実施計画

有料公園をはじめ市が管理する公園の適正な維持管理のため、地域コミュニティをはじめ市体育協会や指定管理者らと連携
して行う。また、公園施設長寿命化計画の策定ならびに公園台帳の整備を行う。さらに、ふれあいの森総合公園の指定管理
者の選定業務を行う。

遅れ

4,154

16,382

やや遅れ

特定財源

20,890

千円

大変順調

25,514
一般財源

千円 5,074
事業費

20,440

25,422

18,056

4,532

公園電柱等使用料・占用料

3,973

特定財源
千円 千円

活動内容（担当課の取り組み内容） ⇒⇒⇒

有料公園をはじめ市が管理する公園の適正な維持管理のため、地域コミュニティをはじめ市体育協
会や指定管理者らと連携して行う。また、公園施設長寿命化計画の策定のために、計画対象公園の
調査・点検を実施するとともに公園台帳の整備を行う。

成果内容（対象の変化。●●につながりました）

左の評価の理由

H22決算

順調
市が管理する公園を、地域コミュニティをはじめ市体育協会らと連携して適正な
維持管理行った。また、公園施設長寿命化計画策定に伴う公園施設の調査・点
検を実施するとともに公園台帳の整備をした。

22,029

H24決算

H24達成度

H24特定財源の内訳

千円

件

H24
単位

実績

3665 3791

市が管理する公園の適正な維持管理につながり
ました。

4884

目標 実績指標内容
H22 H23

3700

説明・算定式指標名区分

終了

一般財源

H23決算単位

20,536

順調

事業費 千円

有料公園利用件数

市が管理する公園の適正な維持管理のため、地
域コミュニティをはじめ市体育協会らと連携して
行った。また、公園施設長寿命化計画策定に伴
う公園施設の調査・点検を実施した。
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マネジメントシート（事業概要）

事業名称

所管コード 所管名

新規／継続 事務区分

事業期間

関係法規・条例

総合計画体系

事業概要

職務名

継続

公園再整備計画事業

対象
（誰・何）
に対して

将来像

350402 都市建設部維持管理課管理係

公園利用者

環境にやさしいまち

緑があふれ、市民が地球環境に優しい生活を心がけています

年度年度　～　平成

公園長寿命化計画を策定することで、維持管理費の平準化とライフサイクルコストの縮減に
つながるとともに、市民が安心して安全に利用できる公園施設にする。また、公園のリニュー
アル計画に基づいて整備行い、地域の実情にあった公園づくりを推進します。

公園施設の適切な修繕や計画的な長寿命化対策に関すること

どのような
状態に

事業番号

自治事務（法律、政令に基づかずに任意で行うもの）

終了見込みなし

都市公園法、宗像市公園条例

32□ 平成14年度以前 □平成

30013

24

どのような
手段で

公園施設長寿命化計画は、公園利用者の安全性の確保及びライフサイクルコストの削減を
図るために策定します。その後、街区公園の利用者等から意向調査を行い、公園のリ
ニューアル計画を策定し、安心・安全な公園づくりを計画的に推進します。

快適生活環境の充実

自然との共生

2 節

第 4 部

第 4 章
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マネジメントシート（事務事業評価）

平成24年度実施計画

平成24年度の成果

活動指標／成果指標

事業費の推移

平成24年度事務事業評価コメント

平成25年度の実施計画

公園の点検･調査で得たデータを基に、公園施設長寿命化計画を策定する。

遅れ

やや遅れ

特定財源

10,173

千円

大変順調

19,009
一般財源

千円 8,000
事業費

11,009

20,173

10,000

社会資本総合整備事業費（公園施設長寿命化計画策定事業）

特定財源
千円 千円

活動内容（担当課の取り組み内容） ⇒⇒⇒

対象公園の点検･調査を実施し、公園施設長寿命化策定に必要なデータを収集する。

成果内容（対象の変化。●●につながりました）

左の評価の理由

H22決算

順調 公園施設長寿命化計画を策定するために、対象公園の点検･調査を実施して必
要なデータを計画どおり収集した。

H24決算

H24達成度

H24特定財源の内訳

千円

％

H24
単位

実績

公園施設長寿命化計画を策定するために、対象
公園の点検･調査を実施して必要なデータを収
集した。

50

目標 実績指標内容

％

H22 H23

成果 50

説明・算定式指標名区分

終了

一般財源

H23決算単位

順調

％成果

事業費 千円

リニューアル工事

計画策定進捗率

リニューアル計画

公園施設長寿命化計画を策定するために、対象
公園の点検･調査を実施する。

成果
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マネジメントシート（事業概要）

事業名称

所管コード 所管名

新規／継続 事務区分

事業期間

関係法規・条例

総合計画体系

事業概要

職務名

継続

さつき松原整備事業

対象
（誰・何）
に対して

将来像

360102 産業振興部商工観光課観光係

道の駅むなかた利用者など、市内外から来訪者に対して、

環境にやさしいまち

緑があふれ、市民が地球環境に優しい生活を心がけています

年度年度　～　平成

市民が憩いの場、ボランティア活動の場として、さつき松原を利用できるようになる。観光客
が、白砂青松の景勝地「さつき松原」を楽しむことができるようになる。

さつき松原整備業務

どのような
状態に

事業番号

自治事務（法律、政令に基づかずに任意で行うもの）

終了見込みなし

なし

26□ 平成14年度以前 □平成

32018

24

どのような
手段で

さつき松原内での遊歩道、駐車場、トイレ等整備を行う。

快適生活環境の充実

自然との共生

2 節

第 4 部

第 4 章
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マネジメントシート（事務事業評価）

平成24年度実施計画

平成24年度の成果

活動指標／成果指標

事業費の推移

平成24年度事務事業評価コメント

平成25年度の実施計画

許認可関係の手続き、各関係機関等との調整を経て、工事を行う。

遅れ

やや遅れ

特定財源

1,381

千円

大変順調

56,000
一般財源

千円 53,200
事業費

2,800

11,581

10,200

合併特例事業債　10,200千円

特定財源
千円 千円

活動内容（担当課の取り組み内容） ⇒⇒⇒

実施設計を完了する。

成果内容（対象の変化。●●につながりました）

左の評価の理由

H22決算

順調 実施設計を滞りなく終え、調書を作成し福岡県環境審議会へ提出、承認を得る
ことが出来た。

H24決算

H24達成度

H24特定財源の内訳

千円

22

万人

H24

23

単位
実績

651

22

663

実施設計で作成した設計図書を基に県環境審
議会へ提出し承認を得た

県の調査開

目標 実績指標内容

アダプトプログラム登録
団体数

団体

H22 H23

成果 655

説明・算定式指標名区分
観光施設、旅館等に対
し入込み客数を調査

終了

一般財源

H23決算単位

順調

事業費 千円

観光入込み客数

アダプトプログラムによ
る効果

実施設計の完了

成果
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マネジメントシート（事業概要）

事業名称

所管コード 所管名

新規／継続 事務区分

事業期間

関係法規・条例

総合計画体系

事業概要

職務名

継続

復旧工事

現年林道災害復旧事業

対象
（誰・何）
に対して

将来像

360403 産業振興部農業振興課農業土木係

営林従事者が維持管理している林道

環境にやさしいまち

緑があふれ、市民が地球環境に優しい生活を心がけています

年度年度　～　平成

被災箇所が、従前の林道機能を回復することにより、林産物運搬路を確保する。また、接続
道路の確保は、水源かん養など多面的機能が発揮できる森林に再生する取り組みを可能
にし、荒廃森林の抑止にもつながる。

設計委託業務

どのような
状態に

事業番号

自治事務（法律、政令により事務処理が義務付けられるもの）

終了見込みなし

農林水産業施設災害復旧事業費国庫補助の暫定措置に関する法律、宗像市土地改良事業等分担金

■ 平成14年度以前 ■平成

34019

どのような
手段で

被災した林道に対し、国の補助に採択されたものは国庫補助事業で復旧工事を実施し、採
択要件に合わないものは市単独事業で復旧工事を実施する。

地元や関係機関との協議

快適生活環境の充実

自然との共生

2 節

第 4 部

第 4 章
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マネジメントシート（事務事業評価）

平成24年度実施計画

平成24年度の成果

活動指標／成果指標

事業費の推移

平成24年度事務事業評価コメント

平成25年度の実施計画

現地測量および復旧工事

遅れ

60

537

やや遅れ

特定財源

1,179

千円

大変順調

2,000
一般財源

千円 130
事業費

1,870

1,308

952

129

地元負担金：129千円

特定財源
千円 千円

活動内容（担当課の取り組み内容） ⇒⇒⇒

現地測量および復旧工事

成果内容（対象の変化。●●につながりました）

左の評価の理由

H22決算

順調 早急に施設の機能を回復することにより、営林活動の継続に寄与することができ
た。

952

H24決算

H24達成度

H24特定財源の内訳

千円

箇所

H24
単位

実績

4 2

林道機能を回復することにより、林産物運搬路を
確保し、荒廃森林の抑止にもつながった。

4

目標 実績指標内容

箇所

H22 H23

活動 3

説明・算定式指標名区分

終了

一般財源

H23決算単位

597

順調

事業費 千円

復旧箇所数

復旧後のクレーム

市単独事業で４箇所の復旧工事を行った。

成果
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マネジメントシート（事業概要）

事業名称

所管コード 所管名

新規／継続 事務区分

事業期間

関係法規・条例

総合計画体系

事業概要

職務名

継続

Ｊアラート運用管理

国民保護対策事業

対象
（誰・何）
に対して

将来像

300801 総務部生活安全課生活安全係

市民

防災・危機管理体制の強化

災害に強いまち

年度年度　～　平成

　より多くの市民が国民保護計画を理解することで、有事の際にパニックにならず、冷静に
対処できるようにする。

国民保護啓発

どのような
状態に

事業番号

自治事務（法律、政令により事務処理が義務付けられるもの）

終了見込みなし

国民保護法、宗像市国民保護協議会条例

□ 平成14年度以前 ■平成

2001

どのような
手段で

　市民の生命・身体・財産を守るため、有事に備え、国民保護計画に基づき、避難実施要領
等の策定及び国民保護の啓発を実施する。なお、市国民保護協議会は、情報共有の意味
も含めて、改正がなくても毎年開催する。

避難実施要領策定・市国民保護協議会

快適生活環境の充実

安心できる市民生活の確立

1 節

第 4 部

第 5 章
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マネジメントシート（事務事業評価）

平成24年度実施計画

平成24年度の成果

活動指標／成果指標

事業費の推移

平成24年度事務事業評価コメント

平成25年度の実施計画

新たな国民保護計画の公表。また、緊急情報伝達システムの登録を推進する。

遅れ

1

やや遅れ

特定財源

106

千円

大変順調

101
一般財源

千円
事業費

101

106

22

特定財源
千円 千円

活動内容（担当課の取り組み内容） ⇒⇒⇒

計画の見直しを進める。また、緊急情報伝達システムの登録を推進する。

成果内容（対象の変化。●●につながりました）

左の評価の理由

H22決算

順調 　計画どおり宗像市国民保護協議会を開催し、市保護計画を修正した。

22

H24決算

H24達成度

H24特定財源の内訳

千円

回

H24
単位

実績

208 350 384

目標 実績指標内容
H22 H23

200

説明・算定式指標名区分

終了

一般財源

H23決算単位

1

順調

事業費 千円

HPの国民保護計画の
ページ閲覧者数

　国民保護協議会を２回開催し、宗像市国民保
護計画を修正した。
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マネジメントシート（事業概要）

事業名称

所管コード 所管名

新規／継続 事務区分

事業期間

関係法規・条例

総合計画体系

事業概要

職務名

継続

防災体制整備・強化

防災対策事業

対象
（誰・何）
に対して

将来像

300801 総務部生活安全課生活安全係

市民、自主防災組織

防災・危機管理体制の強化

災害に強いまち

年度年度　～　平成

　市地域防災計画、水防計画等に基づき災害発生を未然に防ぐ。　さらに、災害が発生した
場合には被害を最小限にとどめる。

防災関連計画整備

どのような
状態に

事業番号

自治事務（法律、政令に基づかずに任意で行うもの）

終了見込みなし

なし

□ 平成14年度以前 ■平成

2002

どのような
手段で

　災害対策本部の機能強化、地域の自主防災力を高めるための自主防災組織の設立推
進・活動支援、市広報紙や防災マップによる市民啓発、資機材の整備、食料の備蓄、災害
時等の応急対応等を行う。　また、離島の救急搬送及び水難救難所の活動の補助を行う。

防災啓発・訓練

快適生活環境の充実

安心できる市民生活の確立

1 節

災害応急対策全般
自主防災組織の推進・支援

水難救難所活動支援
土砂災害警戒区域等の警戒避難体制の整備

第 4 部

第 5 章
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マネジメントシート（事務事業評価）

平成24年度実施計画

平成24年度の成果

活動指標／成果指標

事業費の推移

平成24年度事務事業評価コメント

平成25年度の実施計画

　防災、減災力及び災害時の対応力の向上のため、地域の自主防災組織の充実と、市の災害に対する機能強化を図る。　主
な整備項目として、防災マップの各戸配布、啓発ホームページ作成、市民向け防災情報公開システムの構築がある。

遅れ

75

49,031

やや遅れ

特定財源

181,987

千円

大変順調

31,439
一般財源

千円 5,795
事業費

25,644

401,033

4,308

219,046

離島体験滞在交流促進事業費補助金：700千円
水難救助出動補助金：91千円緊急防災現在事業債：52,200

75

特定財源
千円 千円

活動内容（担当課の取り組み内容） ⇒⇒⇒

　防災、減災力及び災害時の対応力の向上のため、地域の自主防災組織の充実と市の災害に対す
る機能強化を図る。防災対策及び地域防災計画の見直しを行う。各種ハザードマップの作成を行う。

成果内容（対象の変化。●●につながりました）

左の評価の理由

H22決算

順調 　予定どおり、平成24年度の実施計画を実施できた。平成25年度で概ねハード
事業が終了する。平成26年度以降はソフト事業を中心に継続していく。

4,383

H24決算

H24達成度

H24特定財源の内訳

千円

21

%

H24

24

単位
実績

53.8

22.4

67.1

自主防災組織設立数の増加につながった。

87.41

目標 実績指標内容

%

H22 H23

成果 100

説明・算定式指標名区分

結成数/自治会数

終了

一般財源

H23決算単位

49,106

順調

事業費 千円

自主防災組織の設立
割合

災害への備えをしてい
る市民の割合

　各地域の自主防災組織の設立を促した。　各
自主防災会議に出席し、自主防災組織の育成を
行った。　防災会議を4回開催し、地域防災計画
の見直しを行った。　庁舎非常用発電設備を整
備した。　また、衛星携帯電話も整備した。

成果
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マネジメントシート（事業概要）

事業名称

所管コード 所管名

新規／継続 事務区分

事業期間

関係法規・条例

総合計画体系

事業概要

職務名

継続

防火啓発事業

非常備消防（消防団）事業

対象
（誰・何）
に対して

将来像

300801 総務部生活安全課生活安全係

消防団

防災・危機管理体制の強化

災害に強いまち

年度年度　～　平成

　団員の技術・資質の向上を図ることにより、災害による被害を最小限に食止め、市民の生
命・財産を守る。　　消防団活動を通して、市民の防火意識の高揚を図る。　また、消防団が
自主防災組織のリーダーの一員となり、地域自主防災組織を充実する。

自主防災組織との訓練

どのような
状態に

事業番号

自治事務（法律、政令により事務処理が義務付けられるもの）

終了見込みなし

消防法、消防組織法、宗像市消防団の設置に関する条例、宗像市消防団の組織等に関する規則

□ 平成14年度以前 ■平成

2004

どのような
手段で

　消防団の円滑な運営を進め、各種訓練・操法大会を実施する。　また、夜間警戒活動や
女性団員による防火指導等を実施したり、各地域の訓練、会議に参加する。

消防団運営

快適生活環境の充実

安心できる市民生活の確立

1 節

各種訓練・操法大会

第 4 部

第 5 章
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マネジメントシート（事務事業評価）

平成24年度実施計画

平成24年度の成果

活動指標／成果指標

事業費の推移

平成24年度事務事業評価コメント

平成25年度の実施計画

火災及び災害時の出動、各種訓練の実施（機関員訓練）、防火啓発活動等の実施、自主防災組織との訓練

遅れ

7,435

86,436

やや遅れ

特定財源

82,494

千円

大変順調

92,482
一般財源

千円 13,354
事業費

79,128

92,101

80,268

9,607

消防団員等公務災害補償等共済基金からの退職報奨金：
9,607千円

8,001

特定財源
千円 千円

活動内容（担当課の取り組み内容） ⇒⇒⇒

火災及び災害時の出動、各種訓練の実施（ポンプ操法訓練）、防火啓発活動等の実施、自主防災組
織との訓練

成果内容（対象の変化。●●につながりました）

左の評価の理由

H22決算

順調 消防団員に対する訓練等は、予定どおり実施できている。

88,269

H24決算

H24達成度

H24特定財源の内訳

千円

9998

人

H24

99

単位
実績

126

99

130

　火災の延焼防止、二次災害発生防止等につな
がった。

120

目標 実績指標内容

（消防団実員数/定数） ％

H22 H23

活動 120

説明・算定式指標名区分

年間出動人数

終了

40343178 2784

一般財源

H23決算単位

93,871

3600

順調

人活動

事業費

年間訓練・出動人数

千円

訓練・出動人数

女性消防団員啓発出
動人数

消防団定員充足率

・火災による消火活動に１４回（延べ４４５名）出動
した・中継訓練等を６回（延べ５８０名参加）実施
した・広報アナウンス活動を４回実施した・特別
警戒に３回出動した・行方不明者捜索に３回出
動した
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マネジメントシート（事業概要）

事業名称

所管コード 所管名

新規／継続 事務区分

事業期間

関係法規・条例

総合計画体系

事業概要

職務名

継続

消防施設整備事業

対象
（誰・何）
に対して

将来像

300801 総務部生活安全課生活安全係

　消防団、地域

防災・危機管理体制の強化

災害に強いまち

年度年度　～　平成

　火災及び災害発生時に市民の生命・身体・財産を守る活動を行う消防団員の安全性を確
保しながら迅速で的確な消防活動が行えるように、消火水利不便地区の解消を進め、災害
を最小限にとどめる。

消防施設の整備・維持管理・更新

どのような
状態に

事業番号

自治事務（法律、政令により事務処理が義務付けられるもの）

終了見込みなし

　消防法

□ 平成14年度以前 ■平成

2005

どのような
手段で

　消防車両をはじめとする消防設備・機器の整備を行う。また、消火栓及び防火水槽の築造
を行う。

快適生活環境の充実

安心できる市民生活の確立

1 節

第 4 部

第 5 章
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マネジメントシート（事務事業評価）

平成24年度実施計画

平成24年度の成果

活動指標／成果指標

事業費の推移

平成24年度事務事業評価コメント

平成25年度の実施計画

消防ポンプ車の維持管理、消防水利の維持管理、新設、改修、消防格納庫の維持管理

遅れ

12,471

23,066

やや遅れ

特定財源

15,406

千円

大変順調

29,298
一般財源

千円 10,304
事業費

18,994

23,671

16,710

8,265

石油貯蔵設立地対策等交付金　3,178千円　県道拡幅に伴防
火水槽移設等　5,072千円行政財産使用料

3,180

特定財源
千円 千円

活動内容（担当課の取り組み内容） ⇒⇒⇒

消防ポンプ車の維持管理、消防水利の維持管理、新設、改修、消防格納庫の維持管理

成果内容（対象の変化。●●につながりました）

左の評価の理由

H22決算

順調 消防ポンプ車の維持管理、消防水利の維持管理、新設、改修、消防格納庫の維
持管理は、問題なく実施できている。

19,890

H24決算

H24達成度

H24特定財源の内訳

千円

件

H24
単位

実績

火災の延焼防止、二次災害発生防止等につな
がった。

目標 実績指標内容
H22 H23説明・算定式指標名区分

２軒以上の延焼件数

終了

一般財源

H23決算単位

35,537

順調

事業費 千円

火災等の延焼件数

・第１分団格納庫外構工事を実施した・岬地区防
火水槽築造工事を実施した・バルーン投光器４
式を購入した・消防用ホース５１本を購入した
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マネジメントシート（事業概要）

事業名称

所管コード 所管名

新規／継続 事務区分

事業期間

関係法規・条例

総合計画体系

事業概要

職務名

継続

緊急情報伝達システム事業

対象
（誰・何）
に対して

将来像

300801 総務部生活安全課生活安全係

市民等

防災・危機管理体制の強化

災害に強いまち

年度年度　～　平成

多くの市民の緊急情報伝達システムへの登録を推進し、防災・災害、国民保護に関する情
報を迅速かつ正確に伝達できるようにする。市民が、緊急情報により的確な対応を行い、被
害を未然に防ぐとともに、災害等が発生した場合においても生命、身体、財産への被害を最
小限にとどめる。

緊急情報伝達システムの運用

どのような
状態に

事業番号

自治事務（法律、政令に基づかずに任意で行うもの）

終了見込みなし

災害対策基本法

□ 平成14年度以前 ■平成

2026

22

どのような
手段で

　災害が発生するおそれ、あるいは災害が発生した場合、市民等に対して防災情報を伝達
するため、緊急情報伝達システムを整備・運用する。

効果的な防災情報等の提供

快適生活環境の充実

安心できる市民生活の確立

1 節

第 4 部

第 5 章
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マネジメントシート（事務事業評価）

平成24年度実施計画

平成24年度の成果

活動指標／成果指標

事業費の推移

平成24年度事務事業評価コメント

平成25年度の実施計画

緊急情報伝達システムの正確かつ効果的な運用を行う。

遅れ

28,685

やや遅れ

特定財源

12,613

千円

大変順調

8,245
一般財源

千円
事業費

8,245

229,013

48,598

216,400

Ｈ23消防防災通信基盤補助金：7,300　Ｈ23緊急防災減災
事業債：57,700　Ｈ24緊急防災減災事業債：151,400

特定財源
千円 千円

活動内容（担当課の取り組み内容） ⇒⇒⇒

緊急情報伝達システムの正確かつ効果的な運用を行う。津波警報・注意報発令時に、沿岸部に居住
している市民、本市を訪れている観光客へ迅速かつ正確に情報を伝達し、津波被害から生命・身体
を守るための伝達手段を整備する。

成果内容（対象の変化。●●につながりました）

左の評価の理由

H22決算

順調 期間内に業務完了したため。

48,598

H24決算

H24達成度

H24特定財源の内訳

千円

人

H24
単位

実績

2026

津波警報が出た際など、沿岸部への迅速な周知
が可能となった。また、個別受信機では強制的
に音声で知らせることができるため、より効果的
な運用となった。

2146

目標 実績指標内容
H22 H23

3000

説明・算定式指標名区分

メール、ＦＡＸ登録者数

終了

一般財源

H23決算単位

28,685

順調

事業費 千円

システム登録者数

緊急情報伝達システムの拡充として離島を含む
沿岸部に２４基の屋外スピーカー（同報系防災無
線の屋外拡声子局）を設置。また各コミュニティ
及び自治会へ個別受信機を配布（１７０台）した。
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マネジメントシート（事業概要）

事業名称

所管コード 所管名

新規／継続 事務区分

事業期間

関係法規・条例

総合計画体系

事業概要

職務名

継続

耐震改修促進事業

対象
（誰・何）
に対して

将来像

300801 総務部生活安全課生活安全係

　市民

防災・危機管理体制の強化

災害に強いまち

年度年度　～　平成

　宗像市耐震改修促進計画、木造住宅耐震改修工事費補助金交付要綱に基づき、H32年
度までに住宅の耐震化率を90％まで引き上げ、地震による家屋の倒壊で被災する市民を減
少させる。

耐震診断・耐震改修の促進

どのような
状態に

事業番号

自治事務（法律、政令に基づかずに任意で行うもの）

終了見込みなし

宗像市木造住宅耐震改修工事費補助金交付要綱

□ 平成14年度以前 ■平成

28011

どのような
手段で

　市民に防災研修、広報、チラシの配布等を行い、まずは、自宅の耐震診断を実施してもら
い、自分の家屋の状態を確認してもらう。その上で、耐震性の低い家屋については、市及び
住まいムナカタで相談を受付け、耐震改修工事を実施してもらえるようアドバイスを行う。ま
た、空き家で倒壊の恐れのある家屋については、市から所有者に連絡し、解体を行ってもら
うよう依頼する。

耐震診断・耐震改修補助金交付

快適生活環境の充実

安心できる市民生活の確立

1 節

第 4 部

第 5 章
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マネジメントシート（事務事業評価）

平成24年度実施計画

平成24年度の成果

活動指標／成果指標

事業費の推移

平成24年度事務事業評価コメント

平成25年度の実施計画

耐震化率向上を促進するため補助金額を増額する。また、空き家の多くは昭和56年6月以前（旧建築基準法）の廃屋が多い。
そのため、解体する家屋にも補助金を出すよう要綱の一部を改正する。

遅れ

119

198

やや遅れ

特定財源

425

千円

大変順調

4,250
一般財源

千円 2,075
事業費

2,175

850

425

住宅・建築物安全ストック形成事業補助金；425千円

特定財源
千円 千円

活動内容（担当課の取り組み内容） ⇒⇒⇒

耐震改修促進計画や補助金交付要綱等に基づき、制度の周知を図るとともに、適切な運用を行う。

成果内容（対象の変化。●●につながりました）

左の評価の理由

H22決算

やや遅れ
平成24年度の耐震改修費用補助申請については、5件を想定していたものの実
績としては2件しか申請がなかったので、やや遅れていると認識している。

H24決算

H24達成度

H24特定財源の内訳

千円

％

H24
単位

実績

69.5 70

　微々たるものであるが、市内木造戸建て住宅の
耐震化率の上昇につながった。

70

目標 実績指標内容
H22 H23

72

説明・算定式指標名区分
耐震性あり住宅数/住
宅数

終了

一般財源

H23決算単位

317

順調

事業費 千円

耐震化率

　耐震改修工事補助について、２件補助決定し
た。
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マネジメントシート（事業概要）

事業名称

所管コード 所管名

新規／継続 事務区分

事業期間

関係法規・条例

総合計画体系

事業概要

職務名

継続

災害援護貸付事務

対象
（誰・何）
に対して

将来像

340301 健康福祉部福祉課保護１係

自然災害被害者

防災・危機管理体制の強化

災害に強いまち

年度年度　～　平成

市民の福祉及び生活の安定を図る

災害援護貸付

どのような
状態に

事業番号

自治事務（法律、政令により事務処理が義務付けられるもの）

終了見込みなし

災害弔慰金の支給等に関する法律宗像市災害救援資金貸付条例

■ 平成14年度以前 ■平成

23004

どのような
手段で

二次災害防止のための災害復旧に要する資金を貸し付け

快適生活環境の充実

安心できる市民生活の確立

1 節

第 4 部

第 5 章
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マネジメントシート（事務事業評価）

平成24年度実施計画

平成24年度の成果

活動指標／成果指標

事業費の推移

平成24年度事務事業評価コメント

平成25年度の実施計画

防災担当課と連携をとり、災害発生時の対応を迅速に行う。

遅れ

やや遅れ

特定財源 千円

大変順調

1
一般財源

千円
事業費

1
特定財源

千円 千円

活動内容（担当課の取り組み内容） ⇒⇒⇒

防災担当課と連携をとり、災害発生時の対応を迅速に行う。

成果内容（対象の変化。●●につながりました）

左の評価の理由

H22決算

順調 貸付の対象となる災害は発生しなかったが、発生時に備え、防災担当課と関連
情報の共有等を図ることができているため。

H24決算

H24達成度

H24特定財源の内訳

千円

件

H24
単位

実績

災害発生時に、円滑に対応するための準備がで
きた。

目標 実績指標内容
H22 H23

成果 1

説明・算定式指標名区分
災害救援資金貸付件
数

終了

一般財源

H23決算単位

順調

事業費 千円

災害救援資金貸付

貸付の対象となる災害は発生しなかったが、防
災担当課と関連情報の共有等を図った。
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マネジメントシート（事業概要）

事業名称

所管コード 所管名

新規／継続 事務区分

事業期間

関係法規・条例

総合計画体系

事業概要

職務名

継続

急傾斜地崩壊対策事業

対象
（誰・何）
に対して

将来像

350401 都市建設部維持管理課道路公園係

急傾斜に面する家屋所有者に対して

防災・危機管理体制の強化

災害に強いまち

年度年度　～　平成

急傾斜地崩壊危険区域内、及び付近の住民に対して急傾斜地崩壊対策工事を行なうこと
により、土砂災害から市民の生命や財産を守る。

急傾斜地崩壊防止事業に関すること

どのような
状態に

事業番号

自治事務（法律、政令により事務処理が義務付けられるもの）

終了見込みなし

急傾斜地の崩壊による災害の防止に関する法律

□ 平成14年度以前 □平成

30002

どのような
手段で

急傾斜地崩壊危険区域内の自然がけに対し、急傾斜地の所有者等が崩壊防止工事を行う
ことが困難又は不適当な場合、擁壁工、排水工及び法面工等、急傾斜地崩壊対策防止施
設の設置を行なう。

快適生活環境の充実

安心できる市民生活の確立

1 節

第 4 部

第 5 章
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マネジメントシート（事務事業評価）

平成24年度実施計画

平成24年度の成果

活動指標／成果指標

事業費の推移

平成24年度事務事業評価コメント

平成25年度の実施計画

工事が施行できるよう地権者（鹿児島在住）の同意を得る。

遅れ

4,750

7,472

やや遅れ

特定財源

3,091

千円

大変順調

一般財源
千円

事業費

3,091

3,716

1,150

特定財源
千円 千円

活動内容（担当課の取り組み内容） ⇒⇒⇒

・釈迦院地区急傾斜地崩壊対策工事

成果内容（対象の変化。●●につながりました）

左の評価の理由

H22決算

遅れ 擁壁工事予定地相続権者の理解を得る事ができず、市名義に所有権を移転す
る事ができなかったので、工事を中止した。

4,866

H24決算

H24達成度

H24特定財源の内訳

千円

50

％

H24

100

単位
実績

100

60

相続権者の理解を得る事ができず市名義に所
有権を移転する事ができなかった。

目標 実績指標内容

単年度整備戸数/2年
計画整備戸数

％

H22 H23説明・算定式指標名区分
単年度整備戸数/3年
計画整備戸数

終了

一般財源

H23決算単位

12,222

順調

％

事業費

単年度整備戸数/3年
計画整備戸数

千円

崩壊防止施設設置率
(大穂)

崩壊防止施設設置率
(大穂)

崩壊防止施設設置率
(釈迦院)

急傾斜法面が崩壊しないようコンクリート擁壁を
築造する。
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マネジメントシート（事業概要）

事業名称

所管コード 所管名

新規／継続 事務区分

事業期間

関係法規・条例

総合計画体系

事業概要

職務名

継続

河川改修事業

対象
（誰・何）
に対して

将来像

350401 都市建設部維持管理課道路公園係

普通河川や水路に対して

防災・危機管理体制の強化

災害に強いまち

年度年度　～　平成

河川や雨水排水路に対して、体積土砂の浚渫や簡易な改修工事を行い、河川や雨水排水
路の排水能力を確保し、機能に支障が生じないようにする。

河川改修事業に関すること

どのような
状態に

事業番号

自治事務（法律、政令により事務処理が義務付けられるもの）

終了見込みなし

河川法

□ 平成14年度以前 □平成

30005

どのような
手段で

河川や雨水排水路に対して、堆積土砂の浚渫や簡易な改修工事を行ない、河川や雨水排
水路の排水能力を確保し、機能に支障が生じないようにする。

快適生活環境の充実

安心できる市民生活の確立

1 節

第 4 部

第 5 章
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マネジメントシート（事務事業評価）

平成24年度実施計画

平成24年度の成果

活動指標／成果指標

事業費の推移

平成24年度事務事業評価コメント

平成25年度の実施計画

大谷川　L=100ｍ　　小森川　L=150ｍ　門前川　Ｌ=100ｍ　　　朝町川　L=100ｍ　　薬師川　L=150ｍ　松本川　L=100ｍ　　流
川　　L=100ｍ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合計　L=800ｍ

遅れ

11,553

やや遅れ

特定財源

18,595

千円

大変順調

19,100
一般財源

千円
事業費

19,100

18,595

11,920

特定財源
千円 千円

活動内容（担当課の取り組み内容） ⇒⇒⇒

朝町川護岸改修工事　L=25ｍ　　大谷川護岸改修工事　L=25.5　大穂川浚渫　L=93ｍ　　新川浚渫
L=210ｍ 　　　滝ノ口川浚渫　L=210ｍ

成果内容（対象の変化。●●につながりました）

左の評価の理由

H22決算

順調 計画どおり浚渫や改修工事を行った。

11,920

H24決算

H24達成度

H24特定財源の内訳

千円

％

H24
単位

実績

172 129

計画どおり浚渫や改修工事を行った。

100

目標 実績指標内容
H22 H23

100

説明・算定式指標名区分
工事発注延長/工事発
注計画延長

終了

一般財源

H23決算単位

11,553

順調

事業費 千円

工事施工率

河川や雨水排水路に対して、体積土砂の浚渫
や簡易な改修工事を行い、河川や雨水排水路
の排水能力を確保し、機能に支障が生じないよう
にする。
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マネジメントシート（事業概要）

事業名称

所管コード 所管名

新規／継続 事務区分

事業期間

関係法規・条例

総合計画体系

事業概要

職務名

継続

現年土木災害復旧事業

対象
（誰・何）
に対して

将来像

350401 都市建設部維持管理課道路公園係

普通河川に対して

防災・危機管理体制の強化

災害に強いまち

年度年度　～　平成

被災した公共土木施設に対して、復旧工事を実施する。また、補助事業に採択される規模
の災害に対しては、一連の手続きを踏まえた後に国庫補助事業として復旧工事を実施す
る。

現年土木災害復旧事業に関すること

どのような
状態に

事業番号

自治事務（法律、政令により事務処理が義務付けられるもの）

終了見込みなし

公共土木施設災害復旧事業費国庫負担法

□ 平成14年度以前 □平成

30006

どのような
手段で

被災した公共土木施設に対して、復旧工事を実施する。また、補助事業に採択される規模
の災害に対しては、一連の手続きを踏まえた後に国庫補助事業として復旧工事を実施す
る。

快適生活環境の充実

安心できる市民生活の確立

1 節

第 4 部

第 5 章
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マネジメントシート（事務事業評価）

平成24年度実施計画

平成24年度の成果

活動指標／成果指標

事業費の推移

平成24年度事務事業評価コメント

平成25年度の実施計画

自然災害により被災した公共土木施設を被災前の状態に復旧する。

遅れ

9,760

4,459

やや遅れ

特定財源

483

千円

大変順調

15,000
一般財源

千円 13,200
事業費

1,800

10,768

2,120

10,285

起債

3,481

特定財源
千円 千円

活動内容（担当課の取り組み内容） ⇒⇒⇒

自然災害により被災した公共土木施設を被災前の状態に復旧する。

成果内容（対象の変化。●●につながりました）

左の評価の理由

H22決算

順調 災害復旧工事を予定通り実施した。

5,601

H24決算

H24達成度

H24特定財源の内訳

千円

％

H24
単位

実績

100 100

道路及び河川災害を復旧した。

100

目標 実績指標内容
H22 H23

100

説明・算定式指標名区分
実施箇所数/被災箇所
数

終了

一般財源

H23決算単位

14,219

順調

事業費 千円

復旧工事実施率

自然災害により被災した公共土木施設を被災前
の状態に復旧する。
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マネジメントシート（事業概要）

事業名称

所管コード 所管名

新規／継続 事務区分

事業期間

関係法規・条例

総合計画体系

事業概要

職務名

継続

関係機関等との協議

雨水施設建設事業

対象
（誰・何）
に対して

将来像

350602 都市建設部下水道課事業係

市街化区域内の勾配不良や機能不良等で生活環境へ悪影響がある雨水排水路

防災・危機管理体制の強化

災害に強いまち

年度年度　～　平成

大雨による浸水が緩和され、市民生活に与える被害や影響を減らし、市民が安心して暮ら
せるまちとなる。雨水排水路整備により、生活環境が向上する。

雨水排水路築造

どのような
状態に

事業番号

自治事務（法律、政令により事務処理が義務付けられるもの）

終了見込みなし

都市計画法、下水道法、宗像市下水道条例ほか

■ 平成14年度以前 ■平成

42014

どのような
手段で

円滑に雨水が排除できるように雨水排水路を整備する。

認可変更手続き

快適生活環境の充実

安心できる市民生活の確立

1 節

第 4 部

第 5 章
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マネジメントシート（事務事業評価）

平成24年度実施計画

平成24年度の成果

活動指標／成果指標

事業費の推移

平成24年度事務事業評価コメント

平成25年度の実施計画

市街化区域内の機能不良等で生活環境へ悪影響がある雨水排水路を整備する。

遅れ

35,937

16,400

やや遅れ

特定財源

1,569

千円

大変順調

10,000
一般財源

千円
事業費

10,000

55,977

23,743

54,408

国庫補助金、起債

65,795

特定財源
千円 千円

活動内容（担当課の取り組み内容） ⇒⇒⇒

田久地区浸水対策において、雨水幹線の築造工事（L=80m）を行う。

成果内容（対象の変化。●●につながりました）

左の評価の理由

H22決算

やや遅れ
田久幹線では工事箇所が軟弱地盤であり、前工事区間で建築物への影響が
あったことから、施工方法に関する検討に時間を要したため、平成25年度へ事業
を繰越し、完成が遅れた。くりえいと交差点では浸水被害が軽減された。

89,538

H24決算

H24達成度

H24特定財源の内訳

千円

100　 －

％

H24

100

単位
実績

86

　 －

86

田久地区及びくりえいと交差点の浸水被害を軽
減した。また、水路改良により環境改善に寄与し
た。

30

目標 実績指標内容

整備率（整備箇所/整
備予定箇所）

％

H22 H23

活動 100

説明・算定式指標名区分
施工完了延長/総延長
（５７０ｍ）

終了

一般財源

H23決算単位

52,337

順調

事業費 千円

田久幹線築造工事

雨水排水路整備

田久雨水幹線の最終工区に着手し、平成25年
度に事業完了見込みです。くりえいと交差点の
浸水対策工事を実施した。また、その他の雨水
排水路整備を実施した。
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マネジメントシート（事業概要）

事業名称

所管コード 所管名

新規／継続 事務区分

事業期間

関係法規・条例

総合計画体系

事業概要

職務名

継続

井堰の修繕工事

原田井堰維持管理事業

対象
（誰・何）
に対して

将来像

360403 産業振興部農業振興課農業土木係

原田地区の水利組合が管理している８箇所の自動転倒井堰

防災・危機管理体制の強化

災害に強いまち

年度年度　～　平成

井堰の自動転倒の機能を確保することにより、樽見川の通水断面の確保ができるため、雨
水対策の上で重要である。また、農事従事者は用水の確保において管理が軽減され、農家
戸数の減少や高齢化にはどめをかける要素となる。

井堰の維持管理委託

どのような
状態に

事業番号

自治事務（法律、政令に基づかずに任意で行うもの）

終了見込みなし

宗像市可動井堰維持管理基金条例

■ 平成14年度以前 ■平成

34020

どのような
手段で

８箇所の井堰に対し、計画的に補修・改築を行い、適正な施設の維持管理を行う。

地元や関係機関との協議

快適生活環境の充実

安心できる市民生活の確立

1 節

第 4 部

第 5 章
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マネジメントシート（事務事業評価）

平成24年度実施計画

平成24年度の成果

活動指標／成果指標

事業費の推移

平成24年度事務事業評価コメント

平成25年度の実施計画

井堰本体(扉体)の塗装や各種施設の改修を行う。また、緊急時の修繕・補修対応を行っていく。

遅れ

2,199

やや遅れ

特定財源 千円

大変順調

5,436
一般財源

千円 5,436
事業費

682

682

宗像市可動井堰維持管理基金：682千円

3,207

特定財源
千円 千円

活動内容（担当課の取り組み内容） ⇒⇒⇒

井堰本体(扉体)の塗装や各種施設の補修・修繕

成果内容（対象の変化。●●につながりました）

左の評価の理由

H22決算

順調 適正な維持管理を行うことにより、施設の長寿命化を図ると伴に安定的な用水確
保ができ、営農活動の継続に寄与した。

3,207

H24決算

H24達成度

H24特定財源の内訳

千円

％

H24
単位

実績

100 100

施設の可動に障害となる土砂を撤去したことによ
り、農家が安心して営農活動を継続できるように
なった。

100

目標 実績指標内容
H22 H23

成果 100

説明・算定式指標名区分
常時可動井堰／全井
堰

終了

一般財源

H23決算単位

2,199

順調

事業費 千円

正常な稼働率

管理区域内である８井堰の上下流で土砂浚渫を
行った。
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マネジメントシート（事業概要）

事業名称

所管コード 所管名

新規／継続 事務区分

事業期間

関係法規・条例

総合計画体系

事業概要

職務名

継続

地域安全・安心講座

市民安全対策事業

対象
（誰・何）
に対して

将来像

300801 総務部生活安全課生活安全係

市民

防犯対策の強化

犯罪のないまち

年度年度　～　平成

宗像市内で犯罪が減少し、安全で安心に暮らせるまちになることを目指す。

青色回転灯パトロール 空き家の適正管理指導

どのような
状態に

事業番号

自治事務（法律、政令に基づかずに任意で行うもの）

終了見込みなし

なし

□ 平成14年度以前 ■平成

2006

どのような
手段で

市民が安心して暮らせるよう、市民、地域、警察、行政が一体となって、啓発活動、パトロー
ルの実施、犯罪が起きにくい地域環境の整備に向けた取り組みを行う。

安全・安心まちづくり推進協議会

快適生活環境の充実

安心できる市民生活の確立

空き家の適正管理に関する緊急安全措置等

2 節

暴力追放推進事業
防犯セミナー

防犯診断
防犯環境設計

第 4 部

第 5 章
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マネジメントシート（事務事業評価）

平成24年度実施計画

平成24年度の成果

活動指標／成果指標

事業費の推移

平成24年度事務事業評価コメント

平成25年度の実施計画

住マイむなかたとの防犯環境設計事業の推進。防犯セミナー、防犯診断の推進。市内関係部署、宗像警察署及び宗像防犯
協会との連携強化を推進。各コミュニティ運営協議会との市内一斉防犯パトロールの実施により、市民の防犯意識の向上を推
進。

遅れ

4,373

やや遅れ

特定財源

7,040

千円

大変順調

7,433
一般財源

千円
事業費

7,433

7,040

3,369

特定財源
千円 千円

活動内容（担当課の取り組み内容） ⇒⇒⇒

NPOとの協働事業の推進。防犯環境設計事業の推進。防犯セミナー、防犯診断の推進。市内関係
部署、宗像警察署及び宗像防犯協会との連携強化を推進。

成果内容（対象の変化。●●につながりました）

左の評価の理由

H22決算

順調 　市民の防犯意識が高まっているため。

3,369

H24決算

H24達成度

H24特定財源の内訳

千円

41

人

H24

44.1

単位
実績

899

43

951

犯罪発生の抑制につながった。

952

目標 実績指標内容

％

H22 H23

成果 1000

説明・算定式指標名区分

終了

一般財源

H23決算単位

4,373

順調

事業費 千円

刑法犯認知件数

防犯意識を持っている
市民の割合

防犯セミナー（8回）、防犯診断（62件)、防犯パト
ロール(118回)等を実施した。

成果
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マネジメントシート（事業概要）

事業名称

所管コード 所管名

新規／継続 事務区分

事業期間

関係法規・条例

総合計画体系

事業概要

職務名

継続

春・秋の交通安全街頭指導

交通安全対策事業

対象
（誰・何）
に対して

将来像

300801 総務部生活安全課生活安全係

市民

交通安全対策の推進

交通事故のない安全で安心なまち

年度年度　～　平成

宗像市内での交通事故が減少し、安全で安心に暮らせるまちになることを目指す。

交通安全教室

どのような
状態に

事業番号

自治事務（法律、政令に基づかずに任意で行うもの）

終了見込みなし□ 平成14年度以前 □平成

2008

どのような
手段で

　春や秋の交通安全県民運動期間中に、市内通学路等で児童・生徒に交通安全の街頭指
導を行う。また、宗像警察署及び交通安全協会と連携して、小学生４年生を対象とした自転
車交通安全教室を宗像ユリックスで行ったり、各種街頭啓発活動を行う。

交通安全要望処理

快適生活環境の充実

安心できる市民生活の確立

3 節

第 4 部

第 5 章
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マネジメントシート（事務事業評価）

平成24年度実施計画

平成24年度の成果

活動指標／成果指標

事業費の推移

平成24年度事務事業評価コメント

平成25年度の実施計画

春・秋の交通安全早朝指導を行う。広報誌の発行や宗像警察署及び宗像地区交通安全協会と連携し、交通安全啓発活動を
行う。危険性のある道路環境の改善のため道路管理者や宗像警察署に要望を行う。

遅れ

1,207

やや遅れ

特定財源

1,367

千円

大変順調

1,403
一般財源

千円
事業費

1,403

1,367

1,158

特定財源
千円 千円

活動内容（担当課の取り組み内容） ⇒⇒⇒

春・秋の交通安全早朝指導を行う。広報誌の発行や宗像警察署及び宗像地区交通安全協会と連携
し、交通安全啓発活動を行う。危険性のある道路環境の改善のため道路管理者や宗像警察署に要
望を行う。

成果内容（対象の変化。●●につながりました）

左の評価の理由

H22決算

順調 交通事故発生件数について、目標値を下回ったため。また、市内を通行する際
に危険を感じた市民の割合が減少したため。

1,158

H24決算

H24達成度

H24特定財源の内訳

千円

30

件

H24

27.7

単位
実績

572

37.3

527

・市内を通行する際に危険を感じた市民の割合
が減少した・改善提案のあった箇所に横断歩道
の設置等につなげた

561

目標 実績指標内容
H22 H23

566

説明・算定式指標名区分

終了

一般財源

H23決算単位

1,207

順調

事業費 千円

交通事故の発生件数

市内を通行する際に危
険を感じた市民の割合

・関係各課と交通安全早朝指導を行った・交通
安全啓発のため、反射材タスキを購入、配布・地
域等から改善要望があった際に、道路管理者や
宗像警察署と協議を行った
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マネジメントシート（事業概要）

事業名称

所管コード 所管名

新規／継続 事務区分

事業期間

関係法規・条例

総合計画体系

事業概要

職務名

継続

交通安全施設整備事業

対象
（誰・何）
に対して

将来像

350401 都市建設部維持管理課道路公園係

市道を利用する人に対して、

交通安全対策の推進

交通事故のない安全で安心なまち

年度年度　～　平成

道路利用者が安全に道路を通行できるようになることを目指す。

交通安全施設整備事業に関すること

どのような
状態に

事業番号

自治事務（法律、政令に基づかずに任意で行うもの）

終了見込みなし□ 平成14年度以前 □平成

30003

どのような
手段で

交通安全施設（道路照明灯、道路案内標識、注意看板、交差点名板、道路反射鏡、区画
線、ガードレール等）の修理、新設を行なう。

快適生活環境の充実

安心できる市民生活の確立

3 節

第 4 部

第 5 章
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マネジメントシート（事務事業評価）

平成24年度実施計画

平成24年度の成果

活動指標／成果指標

事業費の推移

平成24年度事務事業評価コメント

平成25年度の実施計画

ガードレール等　Ｌ＝150ｍ　　　区画線　Ｌ＝6ｋｍ　 　　道路反射鏡　Ｎ＝100基　防犯灯　N=30基
道路照明灯　Ｎ＝  2基

遅れ

45,508

やや遅れ

特定財源

49,725

千円

大変順調

43,003
一般財源

千円
事業費

43,003

49,725

46,221

特定財源
千円 千円

活動内容（担当課の取り組み内容） ⇒⇒⇒

ガードレール等　Ｌ＝150ｍ　　　区画線　Ｌ＝6ｋｍ　 　　道路反射鏡　Ｎ＝100基　防犯灯　Ｎ＝10基
道路照明　Ｎ＝  1基

成果内容（対象の変化。●●につながりました）

左の評価の理由

H22決算

順調 改善提案書に基づき案件を計画的に処理できたため。

46,221

H24決算

H24達成度

H24特定財源の内訳

千円

件

H24
単位

実績

572 527

交通事故の減少につながった。

561

目標 実績指標内容
H22 H23

579

説明・算定式指標名区分
20年度を基準に前年比
-1%

終了

一般財源

H23決算単位

45,508

順調

事業費 千円

交通事故発生件数

改善提案書に基づきカーブミラーやガードレー
ルの設置を行う。
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マネジメントシート（事業概要）

事業名称

所管コード 所管名

新規／継続 事務区分

事業期間

関係法規・条例

総合計画体系

事業概要

職務名

継続

消費者啓発・教育業務

消費生活センター管理運営事業

対象
（誰・何）
に対して

将来像

360201 産業振興部消費生活センター消費生活センター

市民

安心できる消費生活の実現

安心して消費生活を送ることができるまち

年度年度　～　平成

 市民が消費生活に関する知識を身につけ被害を未然に防止する。又、トラブルにあっても
スムーズに対応や相談ができ安心して生活ができる。

消費生活センターの管理業務

どのような
状態に

事業番号

自治事務（法律、政令により事務処理が義務付けられるもの）

終了見込みなし

消費者基本法、消費者安全法、宗像市消費生活センター条例

■ 平成14年度以前 ■平成

33001

どのような
手段で

　消費生活における消費者被害の救済、また被害を未然に防止するための啓発及び消費
者教育を実施し、消費者を保護し自立を支援する。

消費者相談業務

快適生活環境の充実

安心できる市民生活の確立

4 節

関係各課との連携

第 4 部

第 5 章
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マネジメントシート（事務事業評価）

平成24年度実施計画

平成24年度の成果

活動指標／成果指標

事業費の推移

平成24年度事務事業評価コメント

平成25年度の実施計画

第２・第４土曜日電話相談を定着させる。関係課や関係団体との連携会議を継続・充実させる。

遅れ

2,664

18,952

やや遅れ

特定財源

18,574

千円

大変順調

22,385
一般財源

千円 2,385
事業費

20,000

20,796

17,722

2,222

消費者行政活性化基金事業補助金1,963千円、赤間駅前交番
用地使用料259千円

2,036

特定財源
千円 千円

活動内容（担当課の取り組み内容） ⇒⇒⇒

相談時間の拡大を図るため第２・第４土曜日の電話相談を開始する。消費生活相談や多重債務関連
について関係課や関係団体との連携会議を充実する。消費者行政活性化基金を活用して新任の相
談員をはじめとして知識・技術の向上を図る。

成果内容（対象の変化。●●につながりました）

左の評価の理由

H22決算

順調
平成24年度中にセンターで受けた相談件数は1,260件であった。助言・斡旋・情
報提供等により相談件数の約99％を解決した。消費者啓発では年間1,365人の
市民に対して啓発することができた。

19,758

H24決算

H24達成度

H24特定財源の内訳

千円

98.799

％

H24

98.9

単位
実績

4.5

99

4.4

４０件の相談については、助言等を行うなど解決
につながった。啓発講座の参加者に対しては最
近の消費者被害の状況や防止対策について講
演したことにより、被害の防止につながった。

2.6

目標 実績指標内容

解決割合（斡旋不調以
外）

％

H22 H23

成果 5.1

説明・算定式指標名区分

市民アンケートから

終了

一般財源

H23決算単位

21,616

順調

事業費 千円

最近一年間で消費生
活に関するトラブルを
経験した市民の割合
消費生活相談の解決
割合

第２・第４土曜日に電話相談を実施し、４０件の相
談を受けた。相談員のレベルアップを図るため相
談員全員（５人）が、国民生活センターが実施す
る研修会に参加した。消費者被害を未然に防ぐ
ため出前講座等を27回開催し、１，３６５人の受
講があった。

成果
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